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一杯のお茶には、大地が育んだ恵みと人々の心遣いが込められています。
台湾は、その独特な地理的環境と気候によって、ほぼ全土に茶の産地が広
がり、その土壌環境や標高の違いが、豊富で多様な品種の茶葉を生み出し、
更に製茶の職人技によって、台湾茶の味わいと風味に華やかなバリエーシ
ョンが生まれています。北部の青心包種、中部の紅玉紅茶、南部の金萱烏
龍など、これらの風土によって開花したお茶の香りと味わいは、旅に香り
を添えてくれるだけでなく、次の旅への出発点にもなるかも知れません。
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台湾茶の正解

島の茶山を巡る旅

茶が息づく暮らし、現代茶席の雅と趣

台湾茶の探求進化し続ける宇宙
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台湾茶とのティーペアリングで
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台湾茶の正解

COVER STORY

初心者にもやさしい台湾茶の知識

01

世
界
の
舞
台
に
躍
り
出
た 

Form
osa Tea

 

台
湾
で
は
、
清
の
時
代
に
福
建
省
か

ら
茶
樹
の
苗
木
と
製
茶
技
術
が
輸
入
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
製
茶
産
業
が
発
展
し
ま
し

た
。
そ
し
て1869

年
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
商
人
ジ
ョ
ン
・
ド
ッ
ド
（John 

Dudd

）
が
台
湾
茶
の
品
質
の
高
さ
に
注

目
し
、
台
湾
茶
を
「
フ
ォ
ル
モ
サ
テ
ィ
ー

（Form
osa Tea

）
」
と
い
う
名
前
で
ア

メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
輸
出
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
台
湾
茶
は
欧
米

で
大
流
行
し
、
一
気
に
世
界
の
舞
台
へ
と

躍
り
出
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
日
本
統
治
時
代
に
、
台
湾

総
督
府
は
茶
産
業
の
発
展
を
強
力
に
支
援

し
、
茶
樹
の
品
種
改
良
と
製
茶
技
術
の
向

上
の
た
め
、
茶
業
試
験
所
を
設
立
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ッ
サ
ム
の
茶
樹
を
植
え
、

「Form
osa Black Tea

」
を
開
発
し
て

世
界
へ
輸
出
し
、
英
国
の
リ
プ
ト
ン
紅
茶

に
匹
敵
す
る
国
産
ブ
ラ
ン
ド
、
「
日
東
紅

茶
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、1970

年
代
の
高
山
烏
龍
茶

の
台
頭
が
、
台
湾
茶
を
再
び
新
た
な
高
み

へ
と
押
し
上
げ
、
台
湾
は
世
界
有
数
の
高

級
茶
の
代
表
的
な
産
地
に
位
置
付
け
ら
れ

た
の
で
す
。

発
酵
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
自
分
だ
け

の
台
湾
茶
の
風
味
を
見
つ
け
よ
う

 

台
湾
茶
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
種
類
が

非
常
に
多
く
、
茶
系
、
茶
樹
の
品
種
、
製

茶
技
術
、
産
地
な
ど
、
非
常
に
奥
の
深
い

分
野
の
た
め
、
初
め
て
台
湾
茶
に
触
れ
る

人
に
と
っ
て
は
、
様
々
な
種
類
の
台
湾
茶

に
圧
倒
さ
れ
、
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
い

い
の
か
、
ど
れ
を
選
べ
ば
い
い
の
か
迷
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

 

そ
こ
で
、
分
か
り
や
す
く
言
う
と
、

台
湾
茶
は
発
酵
の
度
合
い
に
よ
っ
て
不
発

酵
茶
、
完
全
発
酵
茶
、
部
分
発
酵
茶
と
い

う
三
つ
の
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
不
発
酵
茶
と
完
全
発
酵
茶
は
、
六
大

茶
系
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
緑
茶
と
紅
茶
に

相
当
し
、
部
分
発
酵
茶
（
ま
た
は
半
発
酵

茶
）
は
「
青
茶
」
に
属
し
、
一
般
的
に
は

「
烏
龍
茶
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

烏
龍
茶
は
、
発
酵
度
の
違
い
に
よ
り
、
更

に
細
か
く
分
類
さ
れ
、
包
種
、
高
山
、
東

方
美
人
、
紅
烏
龍
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ
た

種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

台
湾
茶
の
仕
組
み
に
馴
染
み
の
な
い

台 湾 茶 の 正 解 006



初
心
者
の
方
は
、
ま
ず
発
酵
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
好
み
の
風
味
を
見
つ
け
て
か

ら
、
茶
樹
の
品
種
や
産
地
を
掘
り
下
げ
て

い
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

 

不
発
酵
茶
は
、
い
わ
ゆ
る
緑
茶
で
す
。

特
に
新
北
市
の
三
峡
の
「
碧
螺
春
」
が
有

名
で
、
日
本
の
煎
茶
同
様
、
釜
炒
り
の
香

り
と
緑
茶
特
有
の
旨
味
が
特
徴
で
す
。
完

全
発
酵
茶
と
は
、
紅
茶
を
指
し
ま
す
が
、

そ
の
代
表
的
な
産
地
は
日
東
紅
茶
発
祥
の

地
で
あ
る
、
南
投
・
魚
池
の
「
紅
玉
紅

茶
」
で
、
台
茶
18
号
の
紅
玉
品
種
を
使
用

し
て
お
り
、
独
特
な
ミ
ン
ト
と
シ
ナ
モ
ン

の
香
り
が
特
徴
で
、
紅
茶
愛
好
家
に
は
是

非
試
し
て
ほ
し
い
逸
品
で
す
。
ま
た
、
花

蓮
の
「
蜜
香
紅
茶
」
は
蜂
蜜
の
よ
う
な
香

り
と
芳
醇
な
味
わ
い
で
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
部
分
発
酵
茶
で
あ
る
「
烏

龍
茶
」
は
、
台
湾
茶
の
代
表
格
で
す
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
で
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
が
好
き

な
方
に
は
、
軽
発
酵
の
「
文
山
包
種
」
や

「
高
山
烏
龍
茶
」
が
お
す
す
め
で
す
。

「
文
山
包
種
」
の
代
表
的
な
産
地
は
新
北

市
の
坪
林
で
、
そ
の
茶
は
清
ら
か
で
甘
味

が
あ
り
、
繊
細
な
花
香
が
特
徴
で
す
。
一

方
「
高
山
烏
龍
茶
」
は
、
台
中
の
梨
山
、

南
投
の
杉
林
渓
、
嘉
義
の
阿
里
山
が
最
も

有
名
な
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
異
な
る

茶
樹
の
品
種
、
製
茶
技
術
、
産
地
を
組
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
無
限
に
変
化
す
る
味
わ

い
が
台
湾
茶
の
魅
力
な
の
で
す
。

 

飲
み
比
べ
か
ら
産
地
巡
り
ま
で

 

台
湾
茶
初
心
者
の
方
が
台
湾
茶
を
飲

む
う
え
で
最
も
重
要
な
の
は
、
台
湾
茶
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
で

す
。
で
す
の
で
、
ブ
レ
ン
ド
豆
を
使
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
の
と
同
じ
よ
う
に
、

「
ブ
レ
ン
ド
茶
」
か
ら
始
め
て
み
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
台
湾
茶
を
一
通
り
理
解
し

た
ら
、
次
は
シ
ン
グ
ル
オ
リ
ジ
ン
の
コ
ー

ヒ
ー
豆
の
風
味
を
楽
し
む
よ
う
に
、
異
な

る
産
地
の
単
一
茶
葉
を
飲
み
比
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。

 

台
湾
茶
の
面
白
さ
は
、
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
湾
に
来

る
と
、
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
お
茶
を
使

っ
た
料
理
や
お
菓
子
、
飲
み
物
は
も
ち
ろ

ん
、
伝
統
的
な
茶
房
か
ら
前
衛
的
な
カ
フ

ェ
、
更
に
は
お
茶
の
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
、

日
常
生
活
の
中
に
お
茶
が
深
く
根
付
い
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

原
産
地
で
の
製
茶
体
験
、
風
土
を
感
じ
な

が
ら
の
旅
な
ど
、
台
湾
茶
に
ま
つ
わ
る

様
々
な
魅
力
溢
れ
る
体
験
で
、
よ
り
深
く

台
湾
茶
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
分
か
る
通
り
、
産
地
が
台
湾
中
部
の
山

岳
地
帯
に
集
中
し
て
お
り
、
海
抜
の
高
い

場
所
の
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
っ
て
、
ペ
ク

チ
ン
が
豊
富
で
滑
ら
か
な
舌
触
り
の
高
山

茶
独
特
の
香
り
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

 

強
め
の
発
酵
や
焙
煎
の
香
り
を
楽
し

み
た
い
方
に
は
、
「
凍
頂
烏
龍
」
や
「
紅

烏
龍
」
が
お
す
す
め
で
す
。
日
本
の
ほ

う
じ
茶
の
風
味
に
似
た
南
投
・
鹿
谷
の

凍
頂
烏
龍
は
、
焙
煎
技
術
に
よ
っ
て
お

茶
の
豊
か
な
香
り
を
引
き
出
し
て
い
ま

す
。
台
東
の
鹿
野
で
近
年
開
発
さ
れ
た

紅
烏
龍
は
、
烏
龍
茶
の
香
り
と
紅
茶
の

濃
厚
さ
を
兼
ね
備
え
、
近
年
、
人
気
が

急
上
昇
し
て
い
ま
す
。

 

お
気
に
入
り
の
お
茶
を
見
つ
け
た
ら
、

蘭
の
清
ら
か
な
香
り
の
「
青
心
烏
龍
」
、

ま
ろ
や
か
で
ミ
ル
キ
ー
な
香
り
の
「
金

萱
」
、
ジ
ャ
ス
ミ
ン
と
ク
チ
ナ
シ
の
香
り

を
感
じ
る
「
四
季
春
」
、
そ
し
て
玉
蘭
の

花
の
よ
う
な
香
り
が
特
徴
の
「
翠
玉
」
な

ど
、
様
々
な
茶
樹
の
品
種
の
お
茶
を
試
し

text／林蔚靜　　photo／張紀詮007



島 の 茶 山 を 巡 る 旅

島の茶山を
巡る旅

COVER STORY

3座の茶山✕ 3種の定番台湾茶

02

北
部
の
山
岳
地
帯
に
位
置
し
て
い
る

坪
林
は
、
「
茶
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
茶
の
栽
培
の
歴
史
は
清

朝
に
ま
で
遡
り
、
温
暖
で
湿
度
の
高
い
気

候
、
霧
に
覆
わ
れ
た
山
々
と
い
う
特
徴
的

な
環
境
で
、
茶
樹
は
大
自
然
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
吸
収
し
、
独
特
の
風
味
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。

台
湾
独
自
の
製
茶
技
法

坪
林
で
最
も
代
表
的
な
茶
は
、
青
心
烏

龍
と
呼
ば
れ
る
品
種
で
、
繊
細
で
柔
ら
か

な
香
り
と
鮮
や
か
な
風
味
を
持
ち
、
特
に

花
の
香
り
を
よ
り
感
じ
ら
れ
る
包
種
茶
に

適
し
て
い
ま
す
。
「
包
種
茶
」
は
、
台
湾

独
特
の
製
法
で
、
茶
葉
の
見
た
目
は
縄
の

よ
う
な
細
長
い
形
状
を
し
て
い
ま
す
。
軽

く
発
酵
さ
せ
る
こ
と
で
、
湯
を
足
す
と
透

明
な
緑
色
が
現
れ
、
黄
金
が
か
っ
た
蜜
の

よ
う
な
緑
色
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
蘭
の

花
や
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
フ
ル
ー
ツ
の
よ

都会人の 
旅行者に大人気　 

静謐な自然の中で包
種茶の爽やかな息づ

かいを感じる

海抜 200 
～ 650m 

新北・坪林

青心包種青心包種

1
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う
な
香
り
が
、
深
み
の
あ
る
優
雅
な
層
を

成
し
、
甘
く
滑
ら
か
な
味
わ
い
で
、
お
茶

の
愛
好
家
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
香
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

五
世
代
に
わ
た
る
包
種
茶
職
人
の
技

坪
林
の
茶
畑
の
面
積
は
全
国
か
ら
見

る
と
5
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
地
の

人
口
の
80
％
以
上
が
茶
葉
の
関
連
産
業
に

従
事
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
小
さ
な
地

元
の
老
舗
工
場
で
す
。
中
で
も
「
白
青
長

茶
作
坊
」
は
、
そ
の
技
術
を
代
々
継
承

し
、
現
在
、
五
代
目
の
製
茶
師
で
あ
る
林

家
兄
弟
が
、
こ
の
工
場
を
引
き
継
い
で
い

ま
す
。
彼
ら
は
、
子
供
の
頃
か
ら
茶
葉
と

共
に
育
ち
ま
し
た
が
、
茶
栽
培
に
対
し
て

は
消
極
的
で
し
た
。
し
か
し
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
、
茶
畑
と
茶
の
製
造
へ
の
情
熱

を
再
発
見
し
、
後
を
引
き
継
ぐ
決
意
を
固

め
た
の
で
す
。
「
白
青
長
」
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
名
は
、
父
の
名
に
由
来
し
、
「
青
」

心
烏
龍
の
清
ら
か
で
上
品
な
特
徴
と
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
長
」
い
茶
葉

の
形
状
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
青
長
茶
作
坊
は
現
在
も
小
規
模
生

産
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
収
穫
シ
ー
ズ
ン

に
な
る
と
、
茶
農
家
は
朝
霧
が
晴
れ
る
前

の
早
朝
に
茶
畑
に
入
り
、
一
芯
二
葉
の
若

芽
を
摘
み
取
り
ま
す
。
そ
の
後
、
揉
捻
、

発
酵
、
焙
煎
な
ど
の
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
、
豊
か
な
花
の
香
り
と
繊
細
な
味
わ

い
の
包
種
茶
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
林

家
兄
弟
は
坪
林
茶
文
化
の
地
元
の
若
手
農

家
と
共
に
、
「
坪
林
青
年
茶
業
発
展
協

会
」
を
設
立
し
、
茶
葉
の
販
売
以
外
に
、

茶
芸
体
験
の
活
動
も
行
い
、
訪
れ
る
人
々

に
坪
林
茶
の
魅
力
を
実
際
に
体
験
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

文化で地元の味わいを繋ぐ
茶葉を使った炊き込みご飯

おすすめB級グルメ！ 
坪林茶粿「坪感覚」は、坪林区役所の斜め向かいに

位置する、百年の歴史を誇る石造りの古い
建物で、お茶の試飲ができるだけでなく、
お茶の品種からメニューに至るまで随所に
坪林の文化が取り入れられており、舌から
心まで坪林ならではの魅力を余すところな
く感じることができます。

南部で育った店主の阿徳さんと嫺嫺さん
は、学生時代に坪林との縁が始まり、坪林
に定住することを決意し、この古民家を借
りて、2013 年の夏から自分たちのやり方
で、地元の文化や産業、自然を繋ぎ合わ
せ、より多くの観光客に彼らから見た坪林
を紹介しています。

お 店 の 1F は 地 元 の 個 人 農 家 が 作 っ た
様々な日用雑貨を販売しているセレクトシ
ョップで、2F は地元の食材を活かした創作
料理が特徴のレストランエリアとなってい
て、お茶を使った滷控肉（豚の角煮）や茶
香飯（茶飯）、地元の豆腐を使ったハンバー
グ、包種茶を使ったデザートなどが味わえ
ます。

text／編集部　　photo／Jimmy Yang、Evan Lin

白青長茶作坊

 新北市坪林区漁光里
坪双路二段18号

 09:00-17:00
 包種茶、東方美人

info

公式サイト

Re
commend Re

commend

坪感覚
 新北市坪林区 

   坪林街12号
 11:00-17:00 

 （月曜・火曜定休）

德志茶園
 新北市坪林区北宜路八段235号
 08:00-18:30

一般的な草仔粿（草餅）は、香りづけのためにゴ
ギョウやよもぎを使いますが、坪林の茶粿は地元の
包種茶と緑茶を粉末にしてもち米の生地に練り込ん
で作られています。さらに古米を使って作るため弾
力があり、お茶の風味も感じられます。味は千切り
大根、塩漬けのタロイモ、小豆の3種類があり、一度
は試してみる価値のある逸品です。

公式サイト公式サイト
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島 の 茶 山 を 巡 る 旅

台
湾
紅
茶
の
歴
史
は
、
実
は
日
本
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。1925

年
、
日
本

政
府
は
当
時
西
洋
化
の
象
徴
だ
っ
た
「
ア

ッ
サ
ム
紅
茶
」
を
台
湾
に
導
入
し
よ
う
と

台
湾
全
土
を
調
査
し
た
結
果
、
魚
池
郷
・

日
月
潭
の
標
高
や
地
形
環
境
、
年
平
均
温

度
や
湿
度
が
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
州
と
非

常
に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
地

域
を
大
葉
種
茶
葉
の
重
点
的
な
開
発
地
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
月
潭
茶
区
の

微
妙
な
風
土
の
違
い
が
、
こ
の
地
で
作
ら

れ
る
紅
茶
に
世
界
の
他
の
産
地
に
は
な
い

独
特
の
香
り
と
風
味
を
与
え
て
い
ま
す
。

台
茶
18
号
、
台
湾
な
ら
で
は
の
風
味

国
際
的
な
茶
葉
市
場
の
需
要
の
変
化

や
長
期
的
な
気
候
変
動
に
よ
り
、
台
湾
は

独
自
の
風
味
と
高
品
質
な
新
し
い
品
種
の

茶
葉
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
魚
池
郷
の
台
湾
茶
葉
改
良
場

は1999

年
に
新
し
い
茶
種
で
あ
る
「
台

茶
18
号
」
、
通
称
・
紅
玉
紅
茶
を
正
式
に

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
紅
茶
は
濃
厚
な
シ

ナ
モ
ン
と
ミ
ン
ト
の
香
り
が
特
徴
で
、
湯

を
注
ぐ
と
明
る
い
紅
褐
色
と
な
り
、
豊
か

で
複
雑
な
味
わ
い
が
口
の
中
に
ひ
ろ
が
り

ま
す
。
こ
の
味
わ
い
は
、
紅
茶
の
専
門
家

に
よ
っ
て
「
台
湾
紅
」
や
「
台
湾
香
」
と

賞
賛
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
柚
子
の
蜜

や
熟
し
た
果
実
の
香
り
を
持
つ
、
ま
ろ
や

か
で
芳
醇
な
味
わ
い
が
特
徴
の
台
茶
21
号

「
紅
韻
紅
茶
」
も
登
場
し
ま
し
た
。

歴
史
的
な
場
所
で
お
茶
を
楽
し
む

台
湾
紅
茶
の
発
展
の
歴
史
を
見
守
っ

て
き
た
「
日
月
老
茶
廠
」
の
前
身
は
、
日

本
統
治
時
代
に
当
時
の
日
本
と
国
際
市
場

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
設
立
さ
れ
た

紅
茶
製
造
工
場
で
し
た
。
戦
後
、
こ
の
工

場
は
幾
多
の
転
換
と
再
編
、
更
に
は
工
業

化
の
影
響
を
受
け
、
一
時
は
廃
業
の
危
機

に
直
面
し
ま
し
た
が
、
地
元
の
地
方
自
治

体
と
民
間
企
業
の
協
力
の
下
、
こ
の
古
い

製
茶
工
場
に
新
た
な
命
が
吹
き
込
ま
れ
、

今
で
は
魚
池
の
重
要
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
へ

と
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。

現
在
も
日
月
老
茶
廠
は
活
気
に
溢
れ
、

茶
摘
み
や
製
茶
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
文
化
、
教
育
、
観
光
が
一
体

と
な
っ
た
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
製
茶
工
場
内
に
は
、
当
時
の
製
茶
機

器
や
建
物
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
訪
れ

る
人
々
は
初
期
の
台
湾
紅
茶
の
製
造
過
程

を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
《
茶
金 

ゴ
ー
ル
ド

リ
ー
フ
》
の
撮
影
現
場
を
歩
く
と
、
ま
る

で
時
を
遡
っ
た
か
の
よ
う
に
、
過
去
の
歴

史
の
痕
跡
の
中
で
お
茶
を
味
わ
い
、
食
事

を
し
、
お
土
産
に
茶
葉
を
買
っ
た
り
も
で

き
ま
す
。
こ
う
し
て
、
訪
れ
た
人
々
は
茶

葉
に
染
み
込
ん
だ
歳
月
と
歴
史
の
余
韻
を

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

歴史が新たな息吹を
吹き込んだ
紅茶の風味

2

海抜
800m 

南投・魚池

紅玉紅茶紅玉紅茶

日月老茶廠

 南投県魚池郷中明村
有水巷38号

 08:00-17:00
  紅玉紅茶、紅韻紅茶

info

公式サイト
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text／編集部　　photo／Rafael Wu

日月老茶廠から車で約5分の場所にある荘記茶
業は、一見、見過ごしてしまいそうな簡素なト
タン造りの外観ですが、店内に一歩足を踏み入
れると、壁に飾られた数々の受賞歴が、ここで
作られる茶葉の品質の高さを教えてくれます。
驚いたことに、製茶師の荘鎔璞さんは、実は転
職でこの道を選びました。2012年に故郷に戻っ
てから起業した彼は、製茶の経験が全くない状
態でゼロから学び、品質に拘り続けた結果、口
コミでその評判が広がり、一杯また一杯と次第
に多くの顧客を集め、中にはわざわざ日本から
訪れる人々もいるほどになりました。そして、

数々の品評会で高評価を受け、その実力が広く
認められるようになったのです。

荘記茶業の茶葉は、今でも自家生産・販売に
こだわり、一袋一袋に父親である荘世発さんの
手書きの題字が入っています。そして荘鎔璞さ
んは、製茶だけでなく茶席文化の普及にも積極
的に取り組んでおり、茶業の2階に、まるで別世
界に入り込んだかのようなシンプルで落ち着い
た和風の空間「荘記茶室」を造り、お茶を飲ん
だことのないお客様にも、儀式的な作法を通じ
て、お茶の文化に触れてもらうことができる空
間となっています。

承億文旅（ホテルデイプラス）潭日月の屋上
にある天首閣は、視界270度の湖のパノラマを望
むことができ、夕暮れ時には美しい夕日と湖の
景色を楽しめると同時に、地元の茶葉と日本の

歴史文化を融合させた創作カクテルも提供して
いる、日月潭エリアで初の茶酒をテーマにした
バーとなっています。

Re
commend

Re
commend

莊記茶業
 南投県魚池郷通文巷5之3号
 09:00-18:00

天首閣－紅茶・茶酒試験所
 南投県魚池郷中正路58号（潭日月RF）
 16:00-23:00

莊
記
茶
業

公
式
サ
イ
ト

莊
記
茶
室 

（
予
約
制
）

隠れたお茶づくりの達人 
荘記茶業

絶景の夕日を眺めながら、 
独創的な茶酒を楽しむ
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山
林
の
柔
ら
か
な
風
味
を

存
分
に
吸
い
込
ん
だ
金
萱
烏
龍

20
世
紀
初
頭
、
阿
里
山
地
域
は
独
特

の
高
山
環
境
と
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
土
壌
に

よ
っ
て
、
台
湾
の
重
要
な
高
山
茶
の
産

地
と
な
り
ま
し
た
。
茶
園
は
主
に
標
高

1,000

～1,600

ｍ
の
間
に
広
が
っ
て
お

り
、
日
照
は
十
分
に
あ
り
ま
す
が
、
午
後

に
な
る
と
雲
霧
に
覆
わ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昼
夜
の
温
度
差

も
大
き
く
、
こ
う
い
っ
た
条
件
が
茶
樹
の

成
長
を
緩
や
か
に
し
、
茶
葉
は
よ
り
多
く

の
養
分
を
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
葉
は
密
度
が
高
く
、
や
わ
ら

か
な
茶
芽
を
持
ち
、
独
特
の
高
山
茶
の
風

味
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
す
。

特
に
代
表
的
な
茶
種
で
あ
る
「
金
萱

（
台
茶
12
號
）
」
は
、
自
然
な
ミ
ル
ク
の

よ
う
な
香
り
と
柔
ら
か
な
口
当
た
り
で
、

多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
高
い
耐
病
性
と
安
定
し
た
収
穫
量
に

よ
っ
て
、
急
速
に
高
山
茶
地
区
の
主
力
品

種
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
烏
龍
茶
と
し

て
製
造
さ
れ
る
際
、
独
特
の
半
発
酵
製
法

が
、
茶
葉
の
甘
味
と
ま
ろ
や
か
さ
を
し
っ

か
り
と
保
ち
な
が
ら
、
香
り
と
旨
味
の
層

を
十
分
に
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。
茶
湯

は
金
色
と
淡
い
緑
色
を
帯
び
、
適
切
な
萎

凋
と
発
酵
、
焙
煎
に
よ
っ
て
、
胃
に
や
さ

し
い
お
茶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

茶
園
に
泊
ま
ろ
う

阿
里
山
の
お
茶
の
産
地
の
ほ
と
ん
ど

は
石
棹
地
区
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
地

理
的
な
利
便
性
か
ら
、
多
く
の
茶
農
家
が

阿
里
山
を
訪
れ
る
観
光
客
を
受
入
れ
、
独

島 の 茶 山 を 巡 る 旅

ミルクと蜜の香り漂う 
高山茶の故郷へ

3

海抜
1300m 

嘉義・阿里山

金萱烏龍金萱烏龍
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特
な
茶
園
の
民
宿
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
「
小
山
霂
茗
」
は
、
高
品
質

な
阿
里
山
烏
龍
茶
の
生
産
で
有
名
で
、
創

業
者
は
子
供
の
頃
か
ら
、
父
親
の
手
伝
い

で
茶
園
を
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
の
茶
園
は
、
二
人
で
一
つ
一
つ
石
を

積
み
上
げ
、
茶
樹
が
育
ち
や
す
い
環
境
を

三
年
以
上
の
年
月
を
か
け
て
造
り
上
げ
た

も
の
で
す
。
毎
年
春
と
秋
に
は
、
今
で
も

完
全
手
作
業
で
一
芯
二
葉
を
摘
み
取
り
、

と
ろ
火
で
10
～
15
時
間
丁
寧
に
焙
煎
す
る

低
温
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
茶
葉
一
枚
一
枚
の
品
質
が
確
保
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
小
山
霂
茗
で
は
宿
泊
も
で
き
、

訪
れ
る
人
々
は
お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
、

阿
里
山
の
自
然
の
美
し
さ
と
茶
文
化
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
予
約

す
る
と
、
茶
文
化
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
も
参

加
で
き
、
手
作
業
で
の
茶
摘
み
や
製
茶
、

茶
席
で
の
試
飲
等
を
通
じ
て
、
高
山
茶
の

魅
力
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

  

公式サイト

小山霂茗

 嘉義県竹崎郷中和村
石棹19之66号

 09:00-18:00
  金萱烏龍、青心烏龍

info

text／編集部　　photo／Rafael Wu

阿里山で最も有名な遊歩
道の一つで、全長は約1.1
ｋｍ、一周すると約2ｋｍ
ほどの距離があり、特富野
古道と比べると、より歩き
やすくなっています。スタ
ート地点は達邦吊橋で、起
伏も少ない平坦で歩きやす
い道となっており、途中に
は竹林やクスノキの巨木が
点在し、豊かな生態系が広
がっています。

ここは日の出と雲海が見
られることで有名な遊歩道
で、石棹茶区の近くに位置
しています。朝日の輝きが
茶園に映え、清々しい茶の
香りと共に階段を一歩一歩
登ると、まるで詩のように
美しい高山の風景が広がり
ます。この他にも、茶、
霧、雲、桜、愛の道を含
む、計6つの遊歩道があり
ます。

1314は展望台の標高を
示す数字で、発音が中国語
で「一生一世」に似ている
ため、カップルに大変人気
があります。ここから広大
な茶園と山や渓谷を見渡す
ことができ、多くのお茶の
CMのロケ地となっていま
す。また、雲霧が漂う時間
は、まるでおとぎの国にい
るようで、特に夕暮れ時の
景色は格別です。

 嘉義県阿里山郷14号

 嘉義県竹崎郷6-6

特富野遊歩道

石棹霞の道

1

2

 嘉義県梅山郷瑞峰村1314観景台

1314観景台

3

お茶を楽しむ以外に、茶園や森林の中にある「遊歩道」を歩くこ
とは、この土地を散策する最も快適な方法と言えるでしょう。遊歩
道では、朝の雲海や日の出の輝き、午後の淡い雲霧など、歩きなが
ら異なる表情を見つつ、山の風貌を楽しむことができます。

お茶を飲むだけでなく、

お茶の香りに包

まれながら散歩

や森林浴も楽しめる
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阿里山の　　　　　　　で、

温かいおもてなしを体験する

数多くの特徴的な茶屋が、阿里山の雄大な山々と豊かな茶文化の伝統が融合することで生まれ

ました。これらの茶屋は、旅行中の休憩やお茶を楽しむ場所としてだけでなく、阿里山の魅力

をさらに心地よく探索できる場所でもあります。以下に、代表的な 3 つの茶屋をご紹介します。

島 の 茶 山 を 巡 る 旅 014



「佐一茶屋」は、台18線、阿里山公路の63.7km地点に位置
する和風レストランで、朝早くから営業しています。店内は木
材を基調にした温かみのある和風の雰囲気が漂い、特に大きな
ガラス窓からの景色が特徴的です。窓際の席からは、阿里山谷
の美しい風景を邪魔なく楽しむことができ、天気が良ければ壮
大な雲海も見ることができます。窓際の席は数に限りがあるた
め、事前予約をおすすめします。

料理面は和定食をメインにしており、特に朝食の鰻茶漬けが
有名です。茶湯は阿里山金萱茶（キンセンチャア）と出汁をブ
レンドしており、非常にさっぱりとした味わいです。定食には
3つの小鉢と飲み物が付いており、精緻で豊かな味わいを楽し
めます。営業時間は朝8:30から夜20:00までで、朝食、昼食、
夕食、そしてアフタヌーンティーも提供され、各時間帯に訪れ
る観光客のニーズに応えています。

Re
commend

佐一茶屋
 嘉義県阿里山郷63.7キロ地点
 08:30-20:00

公
式
サ
イ
ト

佐一茶屋 
（ズゥオイーチャアウー）

緑に囲まれた山の中にある「山角鐵茶屋」は、帰郷した農業
青年の許益彰（シュイイージャーン）さんとマレーシア出身の
妻Taraさんが共同で運営しています。

シンプルな黒い鉄板と木材の組み合わせが、緑の中で際立っ
ています。「山角鐵茶屋」では、訪問者に茶葉の「外観」や
「水色」、「香り」、「味」、そして「葉底（イエディー）」
（茶殻）を通じて、茶の価値をより深く理解してもらうための
体験を提供しています。また、茶屋の外には東方美人（とうほ
うびじん）茶の原料となる青心大冇（チンシンターパン）を栽
培している茶畑があり、採茶体験も可能です。1階には一般客
向けのバーエリアがあり、2階には和式の茶席体験エリアがあ
ります。開放感のある視野から、山谷を一望できます。

Re
commend

山角鐵茶屋 
（シャンジアオティエチャアウー）

山角鐵茶屋
 嘉義県梅山郷27号
 土・日・月 11:00-18:00

（完全予約制、フォームで予約必須）

公
式
サ
イ
ト

車で嘉義県梅山郷の振興宮に向かうと、苔むした灰色の南瓜
型の小屋が目を引きます。このユニークな建物は地元の牛伯が
手作りしたもので、外観が南瓜に似ており、遊び心に満ちた創
造的なアイディアが感じられます。「最初はリンゴを作ろうと
思ったんですが、雨水が入らないように通気口の部分を曲げた
ら、今の南瓜の形になったんです（笑）」と牛伯は語ります。

この小さな茶屋には牛伯の趣味と才能が凝縮され、内部はシ
ンプルな白い石灰の壁で、音を吸収しつつ物を置く凹みに自作
の茶器や陶芸作品が展示されています。空間の至る所に彼の芸
術的才能が表れています。

これは牛伯の個人的な空間であるため、訪れる前に彼に予約
の電話をかければ、彼の手作りのお茶を味わうことができま
す。特に金萱と翠玉ウーロン茶はおすすめで、素晴らしいお茶
の時間を過ごせることでしょう。

Re
commend

牛伯伯茶塢
 嘉義県梅山郷3号（太和振興宮）
 0937-351-123

牛伯伯茶塢 
（ニウボーボーチャアウー）
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茶が息づく暮らし、
現代茶席の雅と趣

COVER STORY

03
ASABAN

 TEA

：
日
本
語
対

応
Ｏ
Ｋ
、
台
湾
茶
の
旅
は
こ

こ
か
ら
始
ま
る
。

台
北
・
大
稻
埕
の
古
い
家
屋
の
狭
い

階
段
を
ゆ
っ
く
り
登
り
、
4
階
に
あ
る

「ASABAN TEA

大
稻
埕
」
に
到
着
す
る

と
、
茶
文
化
、
デ
ザ
イ
ン
美
学
、
そ
し
て

温
か
な
雰
囲
気
が
見
事
に
融
合
し
た
茶
室

が
広
が
っ
て
い
る
。
店
名
「ASABAN

」

は
、
日
本
語
の
「
朝
、
晩
」
を
意
味
し
、

朝
で
も
夜
で
も
、
い
つ
で
も
ゆ
っ
た
り
と

お
茶
を
楽
し
め
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を

表
現
し
て
い
る
。
店
主
の
荘
子
徳
は
、
京

都
で
茶
に
対
す
る
興
味
を
育
み
、
台
湾
に

戻
っ
て
茶
道
を
学
び
、
デ
ザ
イ
ン
の
専
門

性
と
茶
道
へ
の
情
熱
を
融
合
さ
せ
て
、
ま

る
で
友
人
の
家
に
招
か
れ
た
か
の
よ
う
な

温
か
み
の
あ
る
空
間
を
作
り
上
げ
た
。

店
内
の
装
飾
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が

ら
繊
細
で
、
長
方
形
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
大

き
な
枝
葉
の
装
飾
が
施
さ
れ
、
光
と
影
が

交
錯
す
る
自
然
の
美
を
演
出
し
て
い
る
。

そ
の
上
に
映
し
出
さ
れ
る
洗
練
さ
れ
た
茶

席
の
デ
ザ
イ
ン
に
、
荘
子
徳
は
そ
れ
ぞ
れ

の
茶
の
風
味
に
合
わ
せ
て
茶
器
を
選
ん
で

い
る
。

復
古
的
な
茶
器
に
は
清
末
の
骨
董
の
茶

盤
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ガ
ラ
ス

一
杯
の
お
茶
に
は
、
大
地
が
育
ん
だ

恵
み
と
人
々
の
心
遣
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
台
湾
は
、
そ
の
独
特

な
地
理
的
環
境
と
気
候
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
全
土
に
茶
の
産
地
が
広
が
り
、

そ
の
土
壌
環
境
や
標
高
の
違
い
が
、

豊
富
で
多
様
な
品
種
の
茶
葉
を
生
み

出
し
、
更
に
製
茶
の
職
人
技
に
よ
っ

て
、
台
湾
茶
の
味
わ
い
と
風
味
に
華

や
か
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

text／編集部　　photo／Kris Kang 1 その意味は「庭の三本の小道は荒れ果てているが、松や菊はなお残っている」である。

の
一
節
「
三
徑
就
荒
、
松
菊
猶
存
」

1
   に

由
来
し
、
茶
人
が
目
指
す
「
帰
真
返
璞
」

の
精
神
を
表
し
て
い
る
。
店
主
のVicky

が2016

年
に
創
立
し
、
こ
こ
で
は
「
味

覚
」
を
言
葉
に
し
て
、
台
湾
茶
文
化
を
新

た
な
視
点
で
解
釈
し
て
い
る
。

店
内
は
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
と
自
然
の
調

和
を
大
切
に
し
た
空
間
で
、
白
い
漆
喰
の

壁
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
、
そ
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
製
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
の
木
製
ド
ア

や
、
日
本
の
古
い
木
製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
な

ど
が
調
和
し
て
い
る
。
茶
館
の
設
え
は
、

質
素
で
温
か
み
の
あ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出

し
、
世
界
各
地
か
ら
集
め
た
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
が
並
ぶ
。
畳
敷
き

の
席
も
あ
り
、
静
か
な
空
間
の
中
で
、
自

然
と
共
鳴
す
る
よ
う
な
ひ
と
と
き
を
提
供

し
て
い
る
。

ま
た
、
提
供
さ
れ
る
茶
器
の
多
く
は
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
素
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
店

の
一
角
に
は
、
こ
だ
わ
り
の
茶
器
が
展
示

と
販
売
さ
れ
て
い
る
。

茶
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
台
湾
の
ウ
ー
ロ
ン

茶
、
鳳
凰
単
叢
、
岩
茶
な
ど
、
多
彩
な
銘

柄
が
揃
う
。
初
心
者
で
も
選
び
や
す
い
よ

う
、
風
味
ご
と
に
分
類
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
が

付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
に
は
背
景
や

淹
れ
方
が
記
さ
れ
た
茶
カ
ー
ド
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。

カ
ッ
プ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
紫
砂
の
急
須
、

中
国
・
徳
化
の
白
磁
茶
碗
な
ど
が
並
ん
で

い
る
。
こ
こ
で
は
、
茶
に
関
す
る
知
識
が

な
く
て
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
。
ま
る
で

バ
ー
で
お
酒
を
注
文
す
る
よ
う
に
、
そ
の

時
の
気
分
や
好
み
に
合
わ
せ
て
、
茶
師
が

最
適
な
一
杯
を
提
案
し
て
く
れ
る
。

ASABAN TEA

に
は
、
台
湾
や
日
本

を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
の
珍
し
い
茶
葉

な
ど
、
40
種
類
以
上
の
茶
が
揃
い
、
手
頃

な
価
格
の
も
の
か
ら
希
少
な
茶
品
ま
で
、

幅
広
く
取
り
揃
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
店

内
で
は
創
作
茶
酒
も
提
供
し
て
お
り
、
固

定
の
メ
ニ
ュ
ー
は
な
く
、
そ
の
時
の
お
客

様
の
気
分
に
合
わ
せ
て
調
合
さ
れ
る
。
ま

た
、
店
主
が
手
作
り
し
た
醤
油
団
子
な
ど

の
日
本
風
ス
イ
ー
ツ
も
あ
り
、
季
節
限
定

の
苺
大
福
は
お
茶
や
茶
酒
と
一
緒
に
楽
し

め
る
。
こ
こ
で
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
茶

の
ひ
と
と
き
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
場
所
。

三
徑
就
荒
：
詩
的
な
静
寂
の

中
で
味
わ
う
、
茶
の
純
粋
な
美

台
北
・
信
義
区
の
路
地
裏
に
ひ
っ
そ
り

と
隠
れ
た
「
三
徑
就
荒
」
は
、
茶
文
化
と

デ
ザ
イ
ン
美
学
を
融
合
し
た
茶
館
だ
。
そ

の
名
前
は
、
陶
淵
明
の
詩
「
帰
去
来
辞
」

台
湾
茶
初
心
者
で
も
完
璧
な
茶
湯
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
三
徑
就
荒
で
は
茶
葉
本
来
の
香
り
と

風
味
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
、
カ
ウ

ン
タ
ー
に
は
炭
火
を
使
っ
た
炉
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
供
さ
れ
る
前
の
茶
葉
を
軽
く

炭
火
で
あ
ぶ
り
、
水
分
を
飛
ば
す
こ
と

で
、
そ
の
香
り
と
旨
味
が
よ
り
際
立
つ
。

温
か
な
香
り
の
茶
湯
を
一
口
す
す
る

と
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
甘
み
が
広
が
り
、

松
餅
や
花
ゼ
リ
ー
と
い
っ
た
繊
細
な
和
菓

子
と
と
も
に
、
優
雅
な
余
韻
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
三
徑
就
荒
で
味
わ
う
一
杯

の
茶
は
、
単
な
る
飲
み
物
で
は
な
く
、
自

然
や
暮
ら
し
と
の
対
話
の
儀
式
そ
の
も
の

で
あ
る
。
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ASABAN  TEA 大稻埕

三徑就荒 
サンジーンジウ ホワーン

 台北市大同区帰綏街218-1号4楼
 13:00-19:00（木曜休）
 完全予約制
 MRT北門駅より徒歩約10分

 台北市信義区忠孝東路四段553巷46弄15号
 平日 13:00-20:00 / 週末・祝日 11:00-20:00
 完全予約制
 MRT市政府駅より徒歩約8分

公
式
サ
イ
ト

公
式
サ
イ
ト
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風
土
を
味
わ
う
、

プ
レ
ミ
ア
ム
冷
萃
茶

台
中
の
「
冉
冉
茶
事
」
は
、
台
湾
の
有

名
茶
師
・
藍
大
誠
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
、

茶
葉
の
極
致
的
な
風
味
を
探
求
し
て
い

る
。
冉
冉
茶
事
で
は
、
台
湾
各
地
の
ト
ッ

プ
茶
園
か
ら
厳
選
し
た
茶
葉
を
使
用
し
、

冷
萃
抽
出
と
い
う
革
新
的
な
方
法
で
、
茶

湯
の
風
土
的
特
徴
や
繊
細
な
風
味
を
透
明

な
ガ
ラ
ス
瓶
に
封
じ
込
め
て
い
る
。

冷
萃
茶
は
低
温
で
長
時
間
浸
泡
す
る

こ
と
で
、
茶
葉
の
甘
み
や
清
ら
か
な
香
り

を
十
分
に
引
き
出
す
。
冉
冉
茶
事
の
厳
格

な
製
法
に
よ
り
、
各
瓶
の
冷
萃
茶
は
品
質

と
風
味
が
安
定
し
て
お
り
、
台
湾
各
地
の

高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
や
茶
愛
好
者
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
。

台湾茶の探求
進化し続ける宇宙

COVER STORY

04

台湾茶は種類が豊富で、その風味の幅も非常に広い。単純にそのまま飲むだけでなく、他の食材や風味と組み合わ
せることで、驚くべき味覚体験を生み出すことができる。現在、多くの台湾の料理人や飲食業の従事者が、台湾茶
の新しい可能性を探求し続けており、魅力的で無限の広がりを持つ「お茶の新しい宇宙」を創造している。

 台中市南屯区大墩路 589 号
 04-2320-3068
 「大墩家楽福」バス停下車、徒歩約 3 分。
 月曜～木曜：10:00 ～ 19:00

    金曜：10:00 ～ 19:00、20:30 ～ 23:00（深夜茶館）
    土曜：9:30 ～ 17:30；日曜定休

冉冉茶事 ランランチャアシー
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台
湾
茶
酒
の
最
先
端

茶
は
、
現
代
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
創

造
力
を
発
揮
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
味
を
生

み
出
す
た
め
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い

る
。
緑
茶
を
ジ
ン
に
浸
け
た
り
、
発
酵
の

香
り
が
特
徴
的
な
ウ
ー
ロ
ン
茶
と
、
熟
成

さ
れ
た
香
り
を
持
つ
ウ
イ
ス
キ
ー
を
巧
み

に
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、
カ
ク

テ
ル
は
ま
っ
た
く
新
し
い
風
味
の
領
域
を

開
拓
し
て
い
る
。

2024

年
に
「
50 Best Discovery

」
に

選
ば
れ
た
、
台
北
の
バ
ー
エ
リ
ア
の
一
級

戦
区
に
位
置
す
る
「tei by O'bond 

沓
沓

仔
・
明
茗
茶
酒
研
究
室
」
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
茶
を
ベ
ー
ス
に
し
た
カ
ク
テ
ル
作
り
を

得
意
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
基
に
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ピ
リ
ッ
ツ
や
東
方
の
食
材
と
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
19
種
類
の
茶
に
ち
な

ん
だ
カ
ク
テ
ル
を
生
み
出
し
て
い
る
。

 台北市信義区光復南路553号
 20:00～02:00 火・水曜定休
 完全予約制。
 MRT国父紀念館駅2番出口から徒 

    歩約10分。

tei by O'bond  
沓沓仔・明茗茶酒研究室
ダオダオアッ・ミーンミーンチャアジウイエ
ンジウシー

食
べ
ら
れ
る
台
湾
茶

台
北
・
大
稻
埕
に
あ
る
「CO

FE 

喫
茶

咖
啡
」
は
、
台
湾
産
の
茶
葉
と
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
カ

フ
ェ
で
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
界
で
話
題
の

「From
 Bean to Bar

」
理
論
に
イ
ン
ス

パ
イ
ア
さ
れ
、
茶
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
融

合
の
美
し
さ
を
完
璧
に
表
現
し
て
い
る
。

CO
FE

の
創
設
者
、
顧
瑋
は
こ
れ
を

「
食
べ
ら
れ
る
台
湾
茶
」
と
表
現
し
て
い

て
、
台
湾
茶
の
風
味
を
新
し
い
方
法
で
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
茶
の
味
わ
い

を
再
定
義
す
る
体
験
と
し
て
、
特
に
注
目

さ
れ
て
い
る
。

CO
FE

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
「
東
方

美
人
」
や
「
包
種
茶
」
、
「
紅
玉
」
な
ど
、

国
際
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（ICA

）

で
も
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
、
台
湾
茶

の
魅
力
を
世
界
に
広
め
て
い
る
。

 台北市大同区迪化街一段248号2楼
 10:00～18:00 無休
 MRT大橋頭駅1番出口から徒歩約 

    15～20分。

COFE喫茶咖啡
チーチャアカーフェイ

text／編集部　　photo／ [tei] by O'bond、冉冉茶事、COFE 喫茶咖啡

 1
 3

 2
 4

1 tei by O'bondは、まるで都心のオアシスのような空間です。2 台湾茶はカクテルの風味をさらに奥深いものにする。 
3 COFEの店内風景。4 COFEのチョコレートは「食べられる台湾茶」と称されている。
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お
や
つ
の
時
間

SP

なめらかな舌ざわりのあまい羊羹、または小豆あん

がたっぷり入ったもちもちの大福に抹茶を合わせて和

のひとときを堪能、時には軽やかないちごのショート

ケーキにベルガモット香るアールグレイを合わせれば、

すっきりした味わいがコクのある甘さをまろやかにし

てくれます。美味しいお茶は、いつでも午後のおやつ

の最高のお供です。

お茶といえば、台湾茶の風味とバリエーションはと

ても幅広く多様です。茶樹の品種から発酵の度合いで

無数といえるほどさまざまなおやつにぴったりハマり

ます。ティーペアリングが初めてという人は、まずは

「風味が似ている組み合わせ」から始めてはいかがで

しょうか。

例えば、果物の香りを放つお茶というなら、紅玉紅

茶にはアップルパイなど、フルーツ入りのスイーツに

よく合います。すっきりした包種茶なら繊細な味わい

のカステラもおつなものです。こうやって組み合わせ

を試してみれば、きっとこれまで味わったことのない

ようなお茶の魅力に気付くのではないでしょうか。

お茶の名産地を訪れた帰り道には、いくつもの茶葉

を手にこれから味わうのを楽しみにしているのではな

いでしょうか。きょうはどんなおやつを自分へのごほ

うびにしようかな。アツアツ焼きたてのたい焼き、そ

れともお客様がきたときに用意していたちょっといい

クッキーのおすそわけ？甘いお菓子がお茶の香りに出

会う瞬間は、考えるだけでも至福のひとときですよね。

午後の陽だまりに包まれながら、お茶を淹れ、日々の

暮らしの幸せを愛でてみてはいかがでしょうか。

紅玉紅茶 Ｘ ⑤⑥⑦
黄金のリングにふちどられたつややかな赤いお茶は、のど越しにほんのりミントとシナモンの香りが感じられ、引き締まったコク

のある味わいで、生クリームの濃厚さをしっかり抑えてくれます。フルーツを使ったスイーツや赤いフルーツにもよく合います。

⑤ ドーナツ

ほっこりしたお茶の味わいがドーナツの脂っこさ
をきれいにまとめ、すっきりさせてくれます。特
にアイシングやシナモンのかかったドーナツが紅
玉紅茶のナチュラルな香りに出会えば、お互いの
よさが際立ち、ドーナツを一口食べるごとにお茶
を一口、あとを引くやめられないおいしさです。

⑥ いちごのショートケーキ

いちごの甘酸っぱさが紅玉紅茶の繊細な風味を引
き立て、なめらかで甘い生クリームと紅茶がとけ
あうと、ぱくりと口に入れた瞬間にエレガントな
ミルクティーのように広がり、コクがありながら
すっきりした奥行きのある味わいとなります。

⑦ 紅玉ミルクティー

ストレートティーには馴染みがな
いというときには、紅玉紅茶にミ
ルクを加えたミルクティーもおや
つにぴったりです。かすかな渋み
がミルクとまじりあうとシルクの
ようななめらかさになり、淡いお
茶の香りがあとをひき、アッサム
やダージリンともまた一味違った
おいしさが楽しめます。
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台
湾
茶
と
の

テ
ィ
ー
ペ
ア
リ
ン
グ
で

極
上
の
味
わ
い
と
魅
力
を

金萱烏龍（ジンシュァンウーロン）Ｘ ③④

文山包種 Ｘ ①②
包種茶は、春の山々にかかる薄い霧のように淡い花の香りをまと

い、最初の味わいはすっきり、のど越しは甘やか。同じように繊

細な味わいのおやつがよく合います。

緑茶かと思うようなさっぱりした甘やかさでありながら、じっく

り味わってみると、金萱ならではの独特のキャラメルのような香

りが淡い花の香りをまとって香り立ちます。コクのある菓子の甘

さをすっきりさせ、その本来の風味を引き立ててくれます。

① 桜もち

包種と同じく春の雰囲気に包まれた
桜もちは、塩漬けの桜の花からただよ
う淡い上品な香りが包種の自然な花
の香りにベストマッチ。桜の花の塩気
が、包種にほんのり隠されたしょっぱ
さと絶妙なバランスを保ち、一口ごと
に甘みとかすかなしょっぱさ、茶の香
りと花の香りが織りなすハーモニー
が楽しめ、春の陽だまりがそのまま花
開くような味わいになります。

④ 台灣風マカロン（牛粒）

金萱烏龍の自然なミルクの香りとなめ
らかな口当たりが、牛粒（ブッセ）の
こっくりしたあんの香りとほんのりし
た甘さを引き立てます。のど越しのミ
ルクの香りがビスキュイの香ばしさと
出会い、繊細で豊かな口当たりになり
ます。台湾ならではのおやつとお茶が
タッグを組んだ最高のおいしさです。

② カステラ

おなじみのカステラも、三盆糖や良質
の卵を使うことでより繊細な風味や甘
さを追求するなど、ますます食材にこ
だわるようになっています。文山包種
はカステラの味わいをそこなうことな
く、食材本来の味わいを引き立て、そ
れでいてカステラのザラメの甘さをよ
り上品にしてくれます。

③ あんこ

金萱烏龍は小豆あんと絶妙のコンビネ
ーション。ミルクの香りとなめらかさ
が、あんこの小豆のコクのある香りと
甘さをしっかり引き立ててくれます。
ほっこりした味わいの小豆が軽やかに
なり、さらっとしたのど越しがあとを
引きます。

text／編集部　　photo／張紀詮021
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text／火箭人實驗室 阿琪	

photo／朱靖閎、屏東縣政府、余楊心平、台灣潛水

町 さ ん ぽ ： 恆 春

自然と文化が息づく日常を体感南国ライフを探
検！

恒春半島で
かつて、多くの人

にとって「恒春半島」といえ

ば、「墾丁（ケンティン）」のほうが馴

染み深い名前だったかもしれません。映

画『海角七号（Cape No. 7）』や音楽フェス

「春吶（スプリングスクリーム）」で一躍有

名になり、「太陽×ビーチ×ビキニ」

のイメージが定着しま

した。



ト
を
巡
り
、
美
味
し
い
グ
ル
メ
を
味
わ

い
、
南
国
な
ら
で
は
の
熱
気
と
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
半
島
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
半
島
花
花

生
活
節
（Far Far Aw

ay Festival

）
」

が
あ
り
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
な
ど
が
一
堂
に
集
ま
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
音
楽
パ
ー
テ
ィ
ー
、
多
彩
な
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
そ
し
て
大
自

然
と
触
れ
合
う
癒
し
の
体
験
を
提
供
し
ま

す
。
一
般
的
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ

う
に
特
定
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
恒
春
半
島
全
体
が
舞
台
と
な

り
、
車
城
郷
、
牡
丹
郷
、
恒
春
鎮
、
満
州

郷
の
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
自
転
車
で
古
い
街
並
み
を

巡
っ
た
り
、
山
の
中
を
散
策
し
て
隠
れ

た
絶
景
を
発
見
し
た
り—

—

ど
の
ル
ー
ト

を
選
ん
で
も
、
新
た
な
驚
き
と
出
会
え

る
で
し
ょ
う
。
フ
ェ
ス
期
間
の
10
日
間

は
、
訪
れ
る
人
々
に
こ
の
土
地
の
魅
力
を

全
方
位
か
ら
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

恒
春
半
島
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
た
場
所
で
す
。
こ
こ
で
は
、
大

海
と
山
々
の
両
方
を
一
度
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
そ
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
独
特
の
部
落
文
化

を
体
験
し
た
り
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

楽
し
ん
だ
り
で
き
る
、
記
憶
に
残
る
深

い
旅
が
叶
う
で
し
ょ
う
。
朝
か
ら
夜
ま

で
、
山
か
ら
海
ま
で
、
自
然
か
ら
文
化
ま

で
、
恒
春
半
島
に
は
訪
れ
る
人
々
を
魅

了
す
る
体
験
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
数
日
間
ゆ
っ
く
り
滞
在
し
、
太
陽
の

光
を
浴
び
、
大
海
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

南
国
な
ら
で
は
の
自
由
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

南國生活節

 4/12-13、4/19-20、
4/26-27、5/3-4（4月12
日より毎週土日に、全4週
間）

花花生活節

 10/3-12（日程未定、確
定次第公式Facebookで告
知する。）

公式サイト→ 公式サイト→
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恵
ま
れ
た
自
然
、 

で
も
は
る
か
か
な
た
の
国

台
湾
最
南
端
に
位
置
す
る
恒
春
半
島

は
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
特
異
な
地

形
、
鬱
蒼
と
し
た
原
生
林
、
そ
し
て
昔
な

が
ら
の
城
門
や
城
壁
が
残
る
、
歴
史
と
自

然
が
共
存
す
る
エ
リ
ア
で
す
。
一
年
を
通

し
て
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
豊
か
な
生

態
系
と
文
化
資
源
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

行
政
区
分
と
し
て
は
、
「
楓
港
（
フ
ォ

ン
ガ
ン
）
」
以
南
の
エ
リ
ア
が
恒
春
半

島
と
さ
れ
ま
す
が
、
自
然
環
境
の
視
点

か
ら
見
る
と
、
冬
に
「
名
物
」
の
「
落

山
風
（
台
湾
南
部
で
冬
に
発
生
す
る
強

烈
な
下
降
風
）
」
が
吹
き
荒
れ
る
地
域

え
る
頃
、
恒
春
半
島
で
は
「
南
國
生
活

節
（
南
国
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス
・Hengchun 

Lifestyle Festival

）
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
場
は
恒
春
北
門
の
草
地
広
場
で
、

が
、
そ
の
境
界
線
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

車
で
屏
東
県
の
枋
寮
を
過
ぎ
る
と
、
右

手
に
広
が
る
美
し
い
海
と
夕
日
が
見
え

て
き
ま
す
。
そ
の
景
色
が
現
れ
た
ら
、

も
う
そ
こ
は
恒
春
半
島
の
入
口
で
す
。

こ
こ
に
は
、
百
年
の
歴
史
を
持
つ
古

城
、
伝
統
楽
器
「
月
琴
」
を
使
っ
た
民

謡
、
可
愛
ら
し
い
先
住
民
族
の
集
落
、
そ

し
て
豊
か
な
自
然
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
鉄
道
は
通
っ
て
お
ら
ず
、

高
鐵
（
台
湾
新
幹
線
）
で
左
営
駅
ま
で
行

き
、
そ
こ
か
ら
バ
ス
で
さ
ら
に
2
時
間
か

か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
元
の
人
々
は

よ
く
冗
談
め
か
し
て
、
「
恒
春
半
島
は
映

画
『
シ
ュ
レ
ッ
ク
』
に
出
て
く
る
『Far 

Far Aw
ay Land

（
は
る
か
か
な
た
の

国
）
』
み
た
い
だ
」
と
言
い
ま
す
。
確
か

に
距
離
は
遠
く
、
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ

の
「
遠
さ
」
こ
そ
が
こ
の
地
の
最
大
の
魅

力
で
す
。
都
市
の
喧
騒
か
ら
隔
絶
さ
れ
、

手
つ
か
ず
の
自
然
と
独
特
な
文
化
が
色
濃

く
残
る
、
台
湾
屈
指
の
秘
境
な
の
で
す
。

山
と
海
の
間
で
、音
楽
・ア

ー
ト
・グ
ル
メ
と
と
も
に
南

国
ラ
イ
フ
を
満
喫

毎
年
、
旧
正
月
が
過
ぎ
、
初
夏
を
迎

3
～
4
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
国
内
外
の
有
名
な
バ

ン
ド
が
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
訪
れ
る
人
々
を

音
楽
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
マ
ー
ケ

ッ
ト
エ
リ
ア
に
は
、
恒
春
の
ロ
ー
カ
ル

シ
ョ
ッ
プ
や
台
湾
各
地
か
ら
集
ま
る
個

性
的
な
店
舗
、
料
理
人
が
出
店
。
さ
ら

に
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ー
ト
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
な
体
験
な
ど
も
あ
り
、
訪
れ
る
人
々

は
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
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公
式
サ
イ
ト

マウンテン

バイク体験

33

草原、砂利道、ぬかるみ、砂地——さまざまな地形

が広がる恒春半島は、マウンテンバイク愛好者にとっ

てたまらないスポットです。オフロードのスリルを味

わいたい人も、新しい趣味として始めたい人も、大自

然の中で疾走する爽快感と探検の楽しさを存分に味わ

えます。初心者なら、プロのガイドと一緒にチャレン

ジしてみましょう。大自然の鼓動を感じながら、山々

を乗り越える達成感を思いきり味わってください！

E X T E L L U S

 屏東県恒春鎮中正路232巷101弄32号　

 予約制

おすすめ

公式サイト申し込みサイト

恒春縦走

22

「恒春縦走」を通じて、さまざまな山林の間を歩き

ながら、恒春半島の新たな一面を発見できます。ルー

トは、恒春半島の重要な高台のひとつである赤牛嶺か

ら始まり、龍巒山を通り、石牛渓を抜け、石牛山や大

尖山を経て、最終目的地である墾丁大街（ケンティン

ストリート）へと向かいます。

沿道には、森林の多様な植生が広がり、谷間の平

原、海岸、田園、集落、草原、湖、渓谷、山脈、さら

には島々まで、多彩で美しい風景を眺めることができ

ます。

東 方 足 跡  人 文 生 態 ガ イ ド ツ ア ー チ ー ム
恒春縦走開催日程： 

5月2日（金）、5月18日（日）

 予約制

おすすめ

フラワーアレンジメント DIY

11

花のある暮らしを楽しみたいなら、フラワーデザイナーの Coco さん

のワークショップがおすすめ。彼女は恒春半島の自然や土地のエネルギ

ーにインスピレーションを受け、現地で採取した花材を使い、個性的な

作品を生み出します。Coco さんのレッスンを通じて、この土地ならで

はの美しい花々を使い、自分だけのアート作品を作ってみましょう。

おすすめ

C o c o 有 花 店

 屏東県恒春鎮福徳路26号　

 09:00-17:00 

（実際の営業時間はInstagramの発表を基準としてください）

公
式
サ
イ
ト

墾丁國家公園
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きらめく星を

眺めよう

44

星空を愛する人なら、ぜひ 47 年の観測経験を持つ

天文解説の専門家・衞叔（ウェイシュウ）のことを知

っておきたいところ。彼は星を追い求め、香港から台

湾へ移住し、独自に天文台を建設しました。参加者を

星空の神秘へと導き、スマホで美しい天の川を撮影す

る方法も教えてくれます。星々が輝く瞬間を写真に収

め、永遠の記録として残すことができます。

衞 星 叔 宿 専 門 天 文 荘 園

 屏東県恒春鎮徳和里徳和路710巷100之20号　

 予約制

公
式
サ
イ
ト

おすすめ

クリーンナップ・ダイビング

55

恒春半島を訪れたなら、ぜひ体験したいマリンアクティビティのひとつがダイビン

グです。近年、ダイビングインストラクターたちは海洋保護の重要性に注目し、ダイバ

ーたちを海の世界へと誘うだけでなく、海底に沈んだゴミを回収する「海のアンバサダ

ー」としての活動も呼びかけています。ダイビングを通じて、海の一滴一滴がやがて広

大な大海原へとつながっていくように、私たちの心にも海が流れ込み、日常の一部とな

るでしょう。海の美しさを守るために、一緒に「海のアンバサダー」となりませんか。

おすすめ

台 湾 ダ イ ビ ン グ  -  ブ ル ー ミ ッ シ ョ ン

 屏東県恒春鎮大光路55-60号　

 予約制

公
式
サ
イ
ト

國立海洋
生物博物館

恆春北門

恆春轉運站

南国の大自然の中で、心も体もリフレッシュ：

おすすめ55つのアウトドアアクティビティ



text／下港女子　photo／Neil Hhy、台灣糖業股份有限公司

極上の逸品

百年
の製糖技術が生んだ

虎尾糖虎尾糖

台
湾
の
砂
糖
業
は
百
年
に
わ
た
っ
て
浮
き

沈
み
を
経
験
し
て
き
た
結
果
、
つ
い
に
台
湾

独
自
の
三
温
糖
─
─
虎
尾
糖
（
フ
ー
ウ
ェ
イ

タ
ン
）
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

虎
尾
糖
は
そ
の
産
地
に
ち
な
ん
で
名
付
け

ら
れ
て
お
り
、
台
湾
・
雲
林
で
は
現
地
産
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞
り
汁
を
多
段
階
の
蒸
発

タ
ン
ク
で
濃
縮
、
そ
こ
か
ら
出
た
粗
い
糖
シ

ロ
ッ
プ
を
、
丁
寧
な
蜜
の
分
離
、
結
晶
の
養

成
、
結
晶
化
と
い
っ
た
工
程
を
経
て
、
サ
ラ

サ
ラ
し
た
砂
糖
粒
へ
と
仕
上
げ
ま
す
。
さ
ら

に
、
製
糖
の
最
終
工
程
で
は
再
び
高
温
の
濃

縮
サ
ト
ウ
キ
ビ
汁
の
蒸
気
を
砂
糖
粒
に
噴

霧
し
、
自
然
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
香
り
と
ほ
の

か
な
焦
げ
香
を
付
与
し
て
い
ま
す
。

そ
の
砂
糖
粒
は
非
常
に
細
か
く
、
濃
厚
な

天
然
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
香
り
を
帯
び
、
一
口
で

強
い
甘
み
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
、
白
砂
糖

の
よ
う
に
く
ど
く
な
く
、
味
わ
い
に
奥
行
き

が
あ
り
、
料
理
や
焼
き
菓
子
に
含
ま
れ
る
塩

味
、
酸
味
、
苦
味
と
完
璧
に
調
和
し
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
「
砂
糖
界
の
エ
ル
メ
ス
」

と
ま
で
評
さ
れ
て
い
ま
す
。
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島 旅 デ ビ ュ ー

台
湾
製
糖
業
の
栄
枯
盛
衰

「
国
の
文
化
の
程
度
は
、
砂
糖
の
消
費

率
，
す
な
わ
ち
一
人
当
た
り
ど
の
ぐ
ら
い

砂
糖
を
な
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
分
か
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
」

こ
れ
は
日
本
統
治
時
代
（1895-1945

）

に
台
湾
総
督
府
が
台
湾
に
お
け
る
施
政

成
果
を
宣
伝
す
る
た
め
作
り
、1940

年

に
放
映
し
た
『
南
進
台
湾
：
国
策
記
録
映

画
』
に
お
け
る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
節
で

す
。
映
像
で
は
、
日
本
が
台
湾
各
地
で
推

進
し
た
開
発
計
画
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
、

そ
の
中
で
国
民
の
糖
分
摂
取
量
が
国
家
の

文
明
水
準
を
測
る
指
標
と
見
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、

日
常
の
お
菓
子
、
缶
詰
、
さ
ら
に
は
工
業

用
ア
ル
コ
ー
ル
燃
料
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

糖
が
原
料
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
政
府
が

台
湾
を
砂
糖
増
産
の
使
命
地
と
位
置
付
け

て
い
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。
台
湾

製
糖
業
の
歴
史
的
大
事
件
を
振
り
返
る

と
、1902

年
に
台
湾
総
督
府
が
『
糖
業

奨
励
規
則
』
を
公
布
し
、
新
式
機
械
式
製

糖
工
場
の
建
設
を
積
極
的
に
推
進
。
さ
ら

に
、1907

年
に
は
台
湾
製
糖
株
式
会
社

に
よ
る
製
糖
鉄
道
の
建
設
が
認
可
さ
れ
、

輸
送
効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、1939

年
に
は
台
湾
の
砂
糖
生
産

量
が141

万
ト
ン
に
達
し
、
輸
出
量
は
キ

ュ
ー
バ
と
ジ
ャ
ワ
に
次
ぐ
水
準
と
な
り
ま

し
た
。

中
央
研
究
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
日

本
統
治
時
代
製
糖
工
場
分
布
図
」
に
よ
れ

ば
、
当
時
の
台
湾
に
は
合
計
42
の
製
糖
工

場
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。1950

年
代

か
ら1960

年
代
に
か
け
て
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
糖
は
台
湾
に
莫
大
な
外
貨
を
も
た
ら

し
、
台
湾
各
地
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
栽
培
さ

れ
、
製
糖
工
場
周
辺
の
町
に
は
常
に
濃
厚

な
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、1970

年
代
に
石
油
危
機
が

勃
発
し
、
多
く
の
国
で
経
済
が
低
迷
、

国
際
砂
糖
価
格
が
持
続
的
に
下
落
し
た
結

果
、
台
湾
の
砂
糖
輸
出
は
赤
字
に
陥
り
ま

し
た
。
製
造
コ
ス
ト
の
上
昇
と
産
業
の
縮

小
に
伴
い
、
国
内
の
製
糖
工
場
は
次
第
に

閉
鎖
さ
れ
、
今
日
で
は
虎
尾
製
糖
工
場
と

台
南
善
化
製
糖
工
場
の
み
が
稼
働
を
続
け

て
い
ま
す
。

M
ade in Taiw

an

：

限
定
生
産
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付 

き
シ
ェ
フ
も
手
に
入
り
に
く
い

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
育
期
間
は
約
18
か

月
で
、
毎
年
1
月
か
ら
3
月
は
春
の
植
え

付
け
期
、
7
月
か
ら
8
月
は
秋
の
植
え
付

け
期
、
そ
し
て
翌
年
12
月
か
ら
は
収
穫
期

に
入
り
ま
す
。
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
3
月

は
虎
尾
製
糖
工
場
の
製
糖
期
間
で
あ
り
、

こ
の
期
間
中
、「
五
分
車
」1

  が
各
地
を
往

復
し
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
運
ぶ
た
め
、
現
地

住
民
は
暗
黙
の
了
解
で
糖
業
用
の
軌
道
を

一
時
的
に
空
け
て
い
ま
す
。

虎
尾
製
糖
工
場
は
一
般
公
開
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
観
光
客
は
虎
尾
駅
の
近
く

や
、
虎
尾
の
中
山
路
と
新
生
路
が
交
わ

る
踏
切
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、「
五
分
車
」

が
田
園
風
景
の
中
を
走
る
姿
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
木
造
建
築
を

愛
す
る
旅
行
者
で
あ
れ
ば
、
県
指
定
の
史

跡
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
虎
尾
製
糖
工
場

宿
舎
群
」
を
訪
れ
、
百
年
前
の
糖
工
場
従

業
員
の
生
活
の
軌
跡
を
垣
間
見
る
の
も
お

ス
ス
メ
で
す
。

台
湾
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
量
は
年
々

減
少
し
、
製
糖
工
場
の
生
産
能
力
も
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
虎
尾
糖
の
年
間
生
産
量

は
非
常
に
希
少
で
す
。
そ
の
た
め
、
台
北

の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ

ェ
フ
で
さ
え
も
入
手
に
苦
労
し
て
お
り
、

常
に
需
要
が
供
給
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

も
し
虎
尾
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

ぜ
ひ
「
虎
尾
製
糖
工
場
ア
イ
ス
購
買
部
」

や
、
元
虎
尾
登
記
所
を
活
用
し
て
整
備
さ

れ
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
「
雲
林
記
憶cool

」

に
足
を
運
び
、
こ
の
独
特
な
虎
尾
糖
を
手

に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
虎
尾
糖
を
使
用
し
た
ス
イ
ー

ツ
の
ほ
の
か
な
甘
さ
を
現
地
で
体
感
し

た
い
な
ら
、
製
糖
工
場
か
ら
約300

メ
ー

ト
ル
の
距
離
に
あ
る
お
土
産
専
門
店
「
虎

珍
堂
」
へ
行
っ
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で

す
。
店
内
で
販
売
さ
れ
る
「
三
温
糖
わ
た

あ
め
」
は
虎
尾
糖
を
用
い
て
作
ら
れ
て
お

り
、
豊
か
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
香
り
が
漂

い
、
甘
さ
は
し
っ
か
り
と
感
じ
ら
れ
る

も
の
の
く
ど
さ
は
な
く
、
ま
さ
に
虎
尾

の
大
地
の
風
味
を
最
も
よ
く
表
現
し
て

い
ま
す
。虎尾糖廠

 雲林県虎尾鎮安慶 
   里中山路2号

 国道1号・3号道路 
   に近接

公式サイト

1 標準軌の半分にあたる762mmの軌間を採用していることから、「五分車」と名付けられた。

 雲林県虎尾鎮安慶里中山路2号
 国道1号・3号道路に近接
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虎
尾
糖
廠
周
辺
の

虎
尾
糖
廠
周
辺
の

　
　
　
　

　
　
　
　
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

後院  
houyuan

若い兄弟が営むカフェ＆バーで、廃墟
となっていた古民家をリノベーション
したおしゃれな空間です。昼はコーヒ
ーや手作りスイーツを提供し、夜には
温かみのあるバーに変身。クラフトビ
ールやカクテルを楽しめるため、地元
の若者や旅行者が気軽に立ち寄れるス
ポットです。

 雲林県虎尾鎮忠孝路2号

 Houyuan café：10:30-18:00 
  （ラストオーダー 17:00）

     Houyuan bar：19:30-翌日1:00

運蔗五分車 
（サトウキビ運搬軽便鉄道）

虎尾糖廠にある運蔗五分車（サトウキ
ビ運搬専用の軽便鉄道）は、現在も台
湾で唯一残っている貴重な鉄道遺産で
す。製糖業が栄えた時代の歴史を今に
伝える貴重な文化資産であり、製糖シ
ーズン（11月〜3月）には、当時の糖
業の歴史を今に伝えるこの光景を間近
で見ることができます。

 雲林県虎尾鎮中山路2号

 11月末～翌年3月中旬 （糖廠稼働期間のみ開放）

  

緑豊かな田園風景に囲まれた黒い一軒
家で、予約制で虎尾ならではのおまか
せ料理を提供しています。シェフの阿
義 （ ア ー イ ー ） 氏 は 、 地 元 食 材 を 活
かしながら台湾の家庭料理をアレンジ
し、伝統と革新が融合した絶品台湾料
理を生み出しています。ここでは、ま
るで家に帰ってきたような温かみのあ
る食事体験が楽しめます。

 雲林県虎尾鎮平和里3隣68号之1

 11:30-21:00（月曜定休・完全予約制、 
     2-3日前までに予約必須）

 05-6327945

阿義廚房

 3
 1

 2

 3   2   1

虎
尾
糖
廠
周
辺
の

虎
尾
糖
廠
周
辺
の

　
　
　
　
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

　
　
　
　
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

G

oogle Map!
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虎尾建国眷村は、第二次世界大戦中に
日本海軍航空隊の訓練基地として使わ
れていた場所です。現在も神風特攻隊
の兵舎、防空壕、地下トーチカ、二・
二八事件（1947年）の弾痕など、多く
の歴史遺構が残されています。また、
マーケットやワークショップ、野外映
画上映、音楽ライブなどの文化イベン
トも定期的に開催され、1949〜1960年
代に形成された眷村のノスタルジック
な雰囲気を楽しめます。

 雲林県虎尾鎮建国一村83之19号

 終日開放

  

雲林県は台湾屈指のサツマイモの産地
であり、虎珍堂は台湾産のサツマイモ
を使った創作スイーツを専門に手がけ
るブランドです。看板商品である「虎
尾燒（フーウェイシャオ）」は、もち
も ち の 焼 き 皮 で 濃 厚 な あ ず き 餡 を 包
み、その上に「憨吉（ハンジー）」と
呼ばれるサツマイモ＆チーズケーキを
トッピングした一品。独特の風味と食
感が楽しめます。

 雲林県虎尾鎮中山路13号

 10:00-18:30

虎尾建国眷村  

雲林県にある馬鳴山鎮安宮五年千歳祖廟
が建設した、台湾最大の寺院テーマパー
クです。園内の敷地面積は約2ヘクター
ルに及び、73のテーマスポットが点在し
ています。園内を一周するには約90分ほ
どかかります。中でも特に人気なのは、
鮮やかなレインボーブリッジや巨大な九
龍船。カラフルな装飾と神話をモチーフ
にしたリアルな造形が特徴で、フォトジ
ェニックなスポットとして多くの観光客
に親しまれています。

 雲林県褒忠郷鎮安路31号

 08:00-17:00（無料見学）

五年千歳公園虎珍堂菓寮店

 4 6

 5

  5 6  4
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030

台湾ではルンピアを一年中楽しめ、好まれています。

それは、台湾人が鍋料理を好む理由と同じで、ルンピア

は自由だから。何をどれだけ包むか、どのピーナッツパウダ

ーをふりかけるか、すべてが自分の好みに調整可能。そし

て、地域ごとの特産品や食文化が、ぎゅっとルンピアの中に

詰め込まれています。例えば、台北では蛋酥紅糟肉（卵そぼ

ろと紅麹の酒粕に漬け込んで揚げた豚肉）、南部では蝦仁皇

帝豆（エビとインゲンマメを炒めた料理）が定番の具材。白

くふんわりと包まれたルンピアをカットすると、ぎっしり詰

まった色とりどりの具材が現れ、それはまるで台湾の食文化

を凝縮した一つの縮図のようです。

愛しの台湾 味



「
一
本
の
ル
ン
ピ
ア
は
、
ま
る
で
文

字
の
な
い
家
系
図
。
そ
こ
に
は
あ
な
た

の
ル
ー
ツ
を
記
録
す
る
『
暗
号
』
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
誰
な
の
か
？

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
占
い
師
に
聞
く

ま
で
も
な
く
、
一
口
か
じ
れ
ば
、
そ
の

答
え
が
わ
か
る
の
で
す
。
」

台
湾
の
食
文
化
に
つ
い
て
綴
っ
た
著

書
『
喔
！
臺
味
原
是
如
此
』
の
中
で
、

作
家
・
陳
靜
宜
氏
は
ル
ン
ピ
ア
の
変
遷

を
、
華
人
移
民
の
移
動
と
密
接
に
関
わ

る
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
表
現
し
て

い
ま
す
。
福
建
や
潮
汕
の
食
文
化
に
根

付
い
た
ル
ン
ピ
ア
は
、
移
民
の
足
跡
と

と
も
に
台
湾
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
へ
と
広
が
り
、
各
地
で
独
自
の

食
材
や
食
習
慣
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

変
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

台
湾
で
は
、
ル
ン
ピ
ア
は
年
末
の
尾
牙

（
企
業
の
忘
年
会
）
、
春
節
、
そ
し
て
清

明
節
（
毎
年
4
月
4
日
ま
た
は
5
日
に
行

わ
れ
る
祖
先
の
供
養
の
日
。
日
本
の
お
盆

に
類
似
）
な
ど
の
行
事
で
よ
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。
台
湾
語
で
は
「lūn-piánn

」
と

発
音
さ
れ
、
特
に
南
部
で
は
「
春
捲
（
チ

ュ
ン
ジ
ュ
エ
ン
）
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

一
般
的
で
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
春
の
訪

れ
を
祝
う
縁
起
の
良
い
食
べ
物
と
し
て
も

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ル
ン
ピ
ア
の
具
材
は
千
差
万
別
で
す

が
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
豆
干
、
ピ
ー
ナ

ッ
ツ
パ
ウ
ダ
ー
は
、
台
湾
中
ど
こ

で
も
欠
か
せ
な
い
定
番
の
組
み
合

わ
せ
で
す
。
茹
で
た
千
切
り
キ
ャ
ベ

ツ
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
増
し
な
が
ら
も
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
感
を
プ
ラ
ス
し
、
軽
く
油
で
炒

め
た
豆
干
は
し
っ
と
り
と
し
た
食
感
と
大

豆
の
香
ば
し
さ
を
引
き
立
て
ま
す
。
そ
し

て
、
包
む
前
に
た
っ
ぷ
り
と
か
け
る
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
シ
ュ
ガ
ー
パ
ウ
ダ
ー
は
、
ま
さ
に

味
の
決
め
手
。
一
口
頬
張
る
と
ナ
ッ
ツ
の

芳
醇
な
香
り
が
広
が
り
、
ま
だ
溶
け
き
ら

な
い
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
た
砂
糖
粒
が
口
の
中

で
カ
リ
カ
リ
と
心
地
よ
い
食
感
を
生
み
出

し
、
甘
じ
ょ
っ
ぱ
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏

で
ま
す
。

も
や
し
、
卵
そ
ぼ
ろ
、
紅

糟
肉
、
エ
ビ
、
ツ
ナ
、
肉

鬆
（
台
湾
風
肉
そ
ぼ
ろ
）
、

コ
ー
ン
…
…
ル
ン
ピ
ア
に

入
れ
る
具
材
は
実
に
多
種

多
様
。
テ
ー
ブ
ル
に
並
ん

だ
色
と
り
ど
り
の
具
材
を
前

に
、
ど
れ
を
包
も
う
か
と
迷
う
の
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と

欲
張
っ
て
し
ま
い
、
つ
い
ル
ン
ピ
ア
を
大

き
く
巻
き
す
ぎ
る
こ
と
も
。
ま
だ
食
べ
る

前
か
ら
皮
が
裂
け
て
具
材
が
あ
ふ
れ
出
し

て
し
ま
う——

そ
ん
な
経
験
を
し
た
人
も

少
な
く
な
い
は
ず
。

美
味
し
い
ル
ン
ピ
ア
の
決
め
手
は
、

具
材
の
バ
ラ
ン
ス
と
水
分
調
整
に
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
味
が
主
張
し
す
ぎ

ず
、
そ
れ
で
い
て
水
っ
ぽ
く
な
ら
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。
水
分
が
出
て
し
ま
う
と

皮
が
ふ
や
け
、
食
感
が
台
無
し
に
。

そ
こ
で
、
多
く
の
屋
台
や
小
吃
（
台
湾

の
B
級
グ
ル
メ
）
店
で
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
の

水
分
を
飛
ば
す
た
め
に
脱
水
機
や
ジ
ュ
ー

サ
ー
を
使
う
こ
と
も
。
こ
う
し
た
ア
イ
デ

ア
あ
ふ
れ
る
工
夫
に
は
、
台
湾
の
食
文
化

の
創
意
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
ル
ン
ピ
ア
は
包
み
た
て
が
一

番
の
食
べ
頃
。
皮
に
ほ
ど
よ
い
弾
力
が
あ

り
、
具
材
が
ホ
ロ
っ
と
軽
や
か
に
口
の
中

で
ほ
ど
け
る
瞬
間
こ
そ
、
最
高
の
美
味
し

さ
が
味
わ
え
ま
す
。

ル
ン
ピ
ア
は
、
お
に
ぎ
り
や
ピ
ザ
の
よ

う
に
片
手
で
気
軽
に
食
べ
歩
き
で
き
る
B

級
グ
ル
メ
で
も
あ
り
、
一
方
で
、
手
間
暇

か
け
て
仕
込
ん
だ
具
材
を
包
み
込
み
、
華

や
か
な
一
皿
と
し
て
食
卓
を
彩
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
台
湾
各
地
の
家
庭
や
お
店
ご

と
に
異
な
る
ア
レ
ン
ジ
が
あ
り
、
そ
の
自

由
度
こ
そ
が
ル
ン
ピ
ア
の
魅
力
で
す
。

text／桃林　photo／林睿洋、林家豪、山海樓

移
民
の
歴
史
を
乗
せ
つ
つ
、

台
湾
で
根
付
い
た
ロ
ー
カ
ル
グ
ル
メ

キ
ャ
ベ
ツ
、
豆
干
、

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
パ
ウ
ダ
ー——

美
味
し
さ
を
生
み
出
す

黄
金
の
ト
リ
オ
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台
湾
料
理
の
名
店
「
山
海
楼
」
は
、
ミ

シ
ュ
ラ
ン
一
つ
星
と
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ー
を

獲
得
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
台
湾
料
理
の

復
興
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
だ
わ
り
は
、
ル
ン
ピ
ア
に
も
色
濃

く
表
れ
て
い
ま
す
。

「
ル
ン
ピ
ア
宴
」
は
、
山
海
楼
オ
ー

ナ
ー
何
奕
佳
氏
の
故
郷
の
味
を
ベ
ー
ス
に

し
、
台
湾
南
部
ス
タ
イ
ル
を
継
承
。
一
般

的
な
紅
糟
肉
は
使
用
せ
ず
、
シ
ン
プ
ル
な

細
切
り
豚
肉
を
採
用
。
ま
た
、
台
湾
・
嘉

南
沿
海
地
方
の
特
色
あ
る
食
材
で
あ
る
烏

魚
子
（
カ
ラ
ス
ミ
）
と
剣
蝦
（
台
湾
近
海

で
獲
れ
る
高
級
エ
ビ
）
を
取
り
入
れ
、
海

鮮
の
旨
味
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。
ト
ッ

ピ
ン
グ
は
13
種
類
以
上
に
お
よ
び
、
自
由

に
組
み
合
わ
せ
て
、
自
分
だ
け
の
ル
ン
ピ

ア
を
楽
し
め
ま
す
。

こ
の
ル
ン
ピ
ア
宴
は
、
6
名
以
上
で
の

シ
ェ
ア
ス
タ
イ
ル
に
最
適
。
ま
ず
前
菜
の

「
ス
モ
ー
ク
カ
ツ
オ
の
タ
ル
タ
ル
」
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
ク
ル
ミ
の
木
で
燻
製
さ
れ
た

カ
ツ
オ
と
高
粱
酒
入
り
の
ア
ッ
プ
ル
ジ
ュ

レ
が
爽
や
か
で
絶
妙
な
味
わ
い
を
生
み
出

し
ま
す
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
「
蚵
嗲
（
牡

蠣
の
フ
リ
ッ
タ
ー
）
」
は
、
安
平
港
の
新

鮮
な
牡
蠣
を
た
っ
ぷ
り
使
用
し
、
野
菜
と

と
も
に
カ
リ
ッ
と
揚
げ
た
一
品
。
外
は
サ

ク
サ
ク
、
中
は
ふ
ん
わ
り
と
し
た
食
感
が

楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
「
手
作
り
豆
腐
」

は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
大
豆
か
ら
作
ら
れ
、

ピ
ー
タ
ン
と
ネ
ギ
油
を
添
え
て
仕
上
げ
た

滑
ら
か
な
口
当
た
り
が
特
徴
で
す
。

そ
し
て
、
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て

登
場
す
る
の
が
「
酔
龍
蝦
・
極
上
海
鮮
盛

り
合
わ
せ
」
と
「
山
海
ル
ン
ピ
ア
春
盤
」
。

前
者
は
、
紹
興
酒
に
漬
け
た
酔
龍
蝦

（
酔
っ
払
い
ロ
ブ
ス
タ
ー
）
、
カ
ニ
団
子
、

カ
ラ
ス
ミ
を
贅
沢
に
盛
り
合
わ
せ
、
海
の

幸
の
濃
厚
な
旨
味
を
堪
能
で
き
ま
す
。
後

者
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
細
切
り
鶏
肉
、
切
干

し
大
根
な
ど
の
具
材
が
揃
い
、
ゲ
ス
ト
が

自
ら
包
ん
で
食
べ
る
こ
と
で
、
よ
り
楽
し

い
食
体
験
に
。

 台北市中正区仁愛路二段94号
 02-2351-3345
 毎日12:00～14:30、18:00～ 

   22:00 無休
 MRT東門駅または忠孝新生駅 

   から徒歩約10分。
「山海ルンピア宴」は 6 名様向けの
コース料理で、価格は NT$16,800

（サ ー ビ ス 料 10% 別 途）。 今 年 6
月末まで提供する。

山海楼のルンピア宴

032



 台南市中西区民族路三段19号
 06-228-5397
 毎日07:00～17:00、火曜定休
 台南市バスで「永楽市場」バス停下車、 

    徒歩約3分。

台
湾
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
の
ビ
ブ
グ
ル
マ
ン
に

掲
載
さ
れ
た
吾
旺
再
季
は
、
午
後3

時
半
の
開
店

と
同
時
に
行
列
が
で
き
、1

日
限
定200

本
の
み

販
売
し
、
売
り
切
れ
次
第
閉
店
す
る
と
い
う
貴
重

な
一
品
で
す
。

こ
の
店
の
最
大
の
特
徴
は
、
毎
日
手
作
り
す
る

ル
ン
ピ
ア
の
皮
。
オ
ー
ナ
ー
の
蔡
金
松
氏
は
「
一

般
的
な
ル
ン
ピ
ア
の
皮
は
薄
く
、
具
を
包
む
と
す

ぐ
に
ふ
や
け
て
し
ま
う
」
と
話
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

も
ち
も
ち
と
し
た
厚
め
の
皮
を
作
り
、
破
れ
に
く

く
食
感
も
し
っ
か
り
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
・
塩
・
小
麦
粉
の
み
で

作
ら
れ
て
お
り
、
長
時
間
の
保
存
に
は
向
い
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
そ
の
日
作
っ
た
も
の
は
、

そ
の
日
の
う
ち
に
食
べ
る
べ
し
！ 

こ
れ
が
、
新
鮮

な
ル
ン
ピ
ア
を
提
供

し
続
け
る
秘
訣
で
す
。

こ
の
特
製
の
も
ち
も
ち
皮
に
、
千
切
り
大
根
、

紅
焼
肉
（
醤
油
煮
込
み
豚
肉
）
、
豆
干
、
も
や
し
、

パ
ク
チ
ー
な
ど
の
具
材
を
た
っ
ぷ
り
包
み
、
甘
さ

と
塩
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙
な
味
わ
い
に
仕
上
げ

て
い
ま
す
。
一
口
食
べ
れ
ば
、
食
材
の
風
味
と
食

感
が
層
を
な
し
て
広
が
り
、
し
っ
か
り
計
算
さ
れ

た
完
璧
な
バ
ラ
ン
ス
を
楽
し
め
ま
す
。

1928
年
創
業
の
金
德
春
捲
は
、
台
南
・
民
族
路

と
國
華
街
の
交
差
点
に
あ
る
老
舗
の
ル
ン
ピ
ア
専

門
店
で
す
。
ル
ン
ピ
ア
に
は
手
作
り
の
極
薄
の
皮

を
使
用
し
、
10
種
類
以
上
の
具
材
が
包
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
の
も
や
し
、
細
く
ふ

ん
わ
り
し
た
卵
そ
ぼ
ろ
、
カ
リ
ッ
と
し
た
切
干
し

大
根
に
加
え
、
他
の
地
域
で
は
珍
し
い
エ
ビ
と
皇

帝
豆
が
入
る
の
が
特
徴
。
特
に
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た

皇
帝
豆
と
旨
味
た
っ
ぷ
り
の
エ
ビ
が
、
台
南
ら
し

い
南
部
の
味
わ
い
を
引
き
立
て
ま
す
。

「
無
蝦
多
豆
超
甜
（
エ
ビ
な
し
・
豆
多
め
・
超

甘
口
）
」
と
い
う
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
、SNS

で
話

題
に
な
り
、
お
店
で
も
公
式
に
認
め
ら
れ
た
通
の

オ
ー
ダ
ー
。
た
っ
た
5
元
追
加
す
る
だ
け
で
、
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
シ
ュ
ガ
ー
パ
ウ
ダ
ー
を
た
っ
ぷ
り
増
量

で
き
、
本
場
の
台
南
人
が
愛
す
る
甘
め
の
味
付
け

を
堪
能
で
き
ま
す
。
（
甘
さ
控
え
め
や
無
糖
に
も

対
応
し
て
い
る
の
で
、
甘
い
も
の
が
苦
手
な
方
も

安
心
！
）

 台北市中正区中華路 
   二段313巷29号1楼

 0930-406-677
 不定休
 MRT龍山寺駅3番出口 

   から徒歩約20分。

吾旺再季（旧・松青潤餅）

金
德
春
捲
（
金
德
ル
ン
ピ
ア
）

033



山
を
愛
す
る
人
へ
の
誘
惑

玉
山
の
魅
力
は
、
い
く
つ
も
の
山
々
の

間
に
隠
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
神
秘
的
な
姿

を
の
ぞ
か
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
姿
は
、
時
に
く
っ
き
り
と
現
れ
、
時
に

霧
に
包
ま
れ
な
が
ら
幻
想
的
に
佇
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
山
の
美
し
さ
に
出
会
う
た
め

に
は
、
古
く
か
ら
そ
び
え
立
つ
ヒ
ノ
キ
の

森
を
抜
け
、
険
し
い
岩
壁
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
玉
山
は
四

季
折
々
の
表
情
が
豊
か
で
、
一
度
訪
れ
る

と
何
度
で
も
足
を
運
び
た
く
な
り
ま
す
。

text／楊世泰 （TaiTai LIVE WILD 阿泰＆呆呆）　photo／TaiTai LIVE WILD 阿泰＆呆呆

玉山（ぎょくざん）： 
台湾最高峰 

からの招待状

山
し
ま
す
、
時
間
は
約
六
〜
七
時
間
。
1

泊
2
日
の
行
程
で
は
、
台
湾
の
多
様
な
森

林
が
生
み
出
す
標
高
ご
と
の
植
生
の
変
化

を
体
感
で
き
る
ほ
か
、
ま
る
で
森
の
精

霊
の
よ
う
に
軽
や
か
に
動
き
回
る
野
生

動
物
と
の
出
会
い
も
期
待
で
き
ま
す
。

時
間
と
体
力
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
玉

山
主
峰
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
な
る
挑
戦
も

可
能
で
す
。
山
頂
に
日
本
統
治
時
代
の
神

社
跡
が
残
る
玉
山
西
峰
を
訪
れ
る
の
も
よ

し
、
玉
山
北
峰
の
気
象
観
測
所
に
登
っ
て

台
湾
の
千
元
札
に
描
か
れ
た
雄
大
な
主
峰

の
姿
を
一
望
す
る
の
も
よ
し
。
ま
た
、
さ

ら
に
難
易
度
の
高
い
玉
山
東
峰
に
挑
戦

し
、
鎖
を
頼
り
に
四
肢
を
駆
使
し
て
急
峻

な
崖
を
登
る
の
も
ス
リ
ル
満
点
で
す
。

冒
険
を
求
め
る
人
、
静
寂
の
中
で
自

然
と
向
き
合
い
た
い
人
、
自
分
自
身
に
挑

戦
し
た
い
人
―
―
ど
ん
な
登
山
者
で
あ
っ

て
も
、
玉
山
は
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
に
応

え
、
予
想
を
超
え
る
体
験
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
優
し
く
も
力
強
い
こ
の
山
は
、

好
奇
心
と
情
熱
を
胸
に
抱
く
す
べ
て
の

旅
人
を
温
か
く
迎
え
、
そ
の
純
粋
な
招

待
状
に
応
じ
る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。

春
に
は
玉
山
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
、
色
と

り
ど
り
の
花
々
が
山
を
彩
り
ま
す
。
夏
に

は
雲
海
が
渦
巻
き
、
夜
に
な
る
と
満
天
の

星
々
が
山
々
を
照
ら
し
ま
す
。
秋
に
は
高

山
草
原
が
黄
金
色
に
染
ま
り
、
冬
に
な
る

と
山
頂
は
真
っ
白
な
雪
に
包
ま
れ
、
一
面

の
銀
世
界
が
広
が
り
ま
す
。
訪
れ
る
季
節

ご
と
に
異
な
る
美
し
さ
が
あ
り
、
何
度
登

っ
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
山
で
す
。

お
す
す
め
：
1
泊
2
日
で
楽

し
む
玉
山
主
峰
ル
ー
ト

最
も
人
気
の
あ
る
ル
ー
ト
は
、
標
高

2,610

メ
ー
ト
ル
の
タ
タ
カ
登
山
口
か
ら

出
発
し
。
南
投
の
水
里
や
嘉
義
の
阿
里
山

か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
登
山
口
へ
向
か

い
、
そ
こ
か
ら
歩
み
を
進
め
る
。
初
日
は

約
五
時
間
、
8.5
キ
ロ
の
道
の
り
を
歩
い
て

標
高3,400

メ
ー
ト
ル
の
排
雲
山
荘
へ
向

か
う
コ
ー
ス
で
す
。
山
荘
で
一
泊
し
た

後
、
翌
日
未
明
に
夜
の
闇
を
頼
り
に
最
後

の
2.4
キ
ロ
を
登
り
、
標
高3,952

メ
ー
ト

ル
の
玉
山
主
峰
に
到
達
。
満
天
の
星
空
の

下
で
、
輝
く
ご
来
光
を
待
ち
、
日
の
出
を

見
届
け
た
後
、
同
じ
ル
ー
ト
を
辿
っ
て
下
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      入 山 申 請

玉山主峰は生態保護区に指定され

ており、登山には「国家公園入園許可

証」と「高山入山証」の申請が必要で

す。申請は「台湾登山申請ワンストッ

プサービス（臺灣登山申請一站式服務

網）」の公式サイトからオンラインで

手続きできます。サイトには英語・日

本語のページも用意されているため、

海外からの登山者でもスムーズに申請

が可能です。
また、台湾の商業登山ツアーに申し

込めば、申請手続きはすべて業者が代

行し、登山ガイドや送迎サービスも含

まれます。台湾の登山環境をよく知ら

ない海外旅行者にとっては、安心かつ

便利な選択肢となるでしょう。

point

1       事 前 準 備

玉山登山では、入山・入園証の取

得だけでなく、事前の体力作りや登

山知識の習得も重要です。高山を登

るには慎重な準備が必要であり、そ

れが自身の安全を守るための責任で

もあります。
特に海外からの登山者は、台湾到

着後に時差・長時間の移動・睡眠の

変化などの影響を受け、疲労や免疫

力の低下を引き起こす可能性があり

ます。これらは高山病のリスクを高

める要因となるため、注意が必要で

す。普段使用している薬を持参し、

登山保険や海外旅行保険にも加入し

ておくと、より安心です。

point

2
登 山 者 へ の ア ド バ イ ス

排雲山荘の食事サービスは事前予約がおす
すめです。利用すれば食料や調理器具を持
ち運ぶ必要がなく、荷物を減らせます。ま
た、登山装備はかさばるため、山小屋が提
供する寝袋をレンタルするのもおすすめで
す。この方法なら、必要な持ち物は30L程
度のバックパック1つにまとめることが可
能。防寒・防風のウェア、行動食、ヘッド
ライト、個人用品などの必需品を収納すれ
ば、身軽な状態で登山を楽しめます。

P r o f i l e

楊世泰（TaiTai LIVE WILD 阿泰＆呆呆）

フリーランスとして活動する 大の猫好き。
日本のフジロックフェスティバルで妻・呆呆と
出会い、結婚後、160 日をかけてアメリカの PCT（パシフィッ
ク・クレスト・トレイル）を踏破。その後も国内外でのハイキン
グや旅を続け、その記録を Instagram アカウント「阿泰＆呆呆」 
で発信している。共著に 『山知道』 などの書籍がある。
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南投は台湾で唯一海のない県ですが、台湾一がたくさ

んあります。例えば台湾最高峰の「玉山」、台湾一雪が

降る「合歓山」、台湾最大の湖「日月潭」、そして台湾

最長の河「濁水渓」の水源でもあります。それだけでは

ありません。台湾で最も愛される凍頂ウーロン茶と紅茶

の産地であり、またコーヒーやランの花、シイタケ、マ

コモダケ、バニラ、パッションフルーツなどたくさんの

作物がここで育まれています。

台湾で一服のお茶を楽しむなら、南投県魚池郷の日月

潭から出発してみてはいかがでしょうか。

南投で味わう
台湾コーヒーと台湾茶

text／陳志東　photo／陳志東

P r o f i l e

陳志東

猫がいれば、午後ずっと遊べる。カメラがあれば、平凡
なものの中に隠れた深い人情が見えてくる。農地、牧
場、漁港を駆け回り、食材の生産過程を追うのが好きな
フリージャーナリスト。

Column コラム

四
大
茶
樹
と
美
し
い
湖
の
景

色
に
育
ま
れ
る

台
湾
の
良
質
の
紅
茶

紅
茶
は
、
砂
糖
と
ミ
ル
ク
、
タ
ピ
オ
カ

パ
ー
ル
を
加
え
れ
ば
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
に
な
り
ま
す
が
、
日
月
潭
の
紅
茶
で

作
る
の
は
少
し
も
っ
た
い
な
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
日
月
潭
の
紅
茶

の
多
く
は
、
台
湾
の
製
茶
の
技
で
あ
る
一

心
二
葉
を
、
加
熱
、
揉
捻
、
発
酵
、
乾
燥

な
ど
の
工
程
を
経
て
作
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
紅
茶
に
は
必
ず
し
も
ミ
ル
ク
や
砂

糖
を
入
れ
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で

う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
花
と
フ
ル
ー
ツ
の

香
り
が
漂
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
繊
細
な
味
わ
い
を
可
能

に
す
る
の
は
、
ま
ず
茶
樹
の
品
種
と
育
て

ら
れ
る
環
境
、
そ
れ
か
ら
台
湾
な
ら
で
は

の
製
茶
の
技
で
す
。

日
月
潭
の
紅
茶
は
主
に
四
つ
の
品
種

で
作
ら
れ
ま
す
。
台
湾
原
生
種
の
山
茶
、

ア
ッ
サ
ム
茶
、
台
茶
18
号
、
そ
し
て
台
茶

21
号
で
す
。

中
で
も
山
茶
は
台
湾
固
有
の
品
種
で
、

紅
茶
に
す
る
と
ユ
ニ
ー
ク
な
き
の
こ
の
あ

じ
わ
い
が
出
る
た
め
「
茶
の
中
の
ト
リ
ュ

フ
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
台
湾
茶

葉
改
良
場
が
こ
の
山
茶
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
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大
葉
種
と
を
掛
け
合
わ
せ
て
50
数
年
か
け

て
開
発
し
た
も
の
が
、1999

年
に
「
台

茶
18
号
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
独

特
な
ミ
ン
ト
と
シ
ナ
モ
ン
の
香
り
、
お

茶
を
入
れ
る
と
黄
金
の
リ
ン
グ
に
縁
ど

ら
れ
た
つ
や
の
あ
る
赤
み
を
帯
び
、
甘

く
コ
ク
が
あ
る
味
わ
い
で
、
日
月
潭
紅
茶

の
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
ま
し
た
。

ア
ッ
サ
ム
紅
茶
は
お
よ
そ
百
年
前
に

日
本
政
府
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
品
種
で
、
日
月
潭
周
辺
で
栽
培

さ
れ
た
も
の
は
良
質
の
麦
芽
、
熟
し
た

フ
ル
ー
ツ
と
木
の
香
り
を
ま
と
っ
て
い

ま
す
。
茶
葉
改
良
場
が
こ
れ
と
中
国
か

ら
取
り
込
ん
だ
祈
門
（
キ
ー
ム
ン
）
茶
樹

と
掛
け
合
わ
せ
た
品
種
は
、2008

年
に

「
台
茶
21
号
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

柑
橘
と
熟
し
た
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
が
い

つ
ま
で
も
の
ど
を
潤
し
て
く
れ
ま
す
。
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日
月
潭
「H

O
H

O
C

H
A

 

喝
喝
茶
」

の
こ
の
一
杯

「H
O

H
O

C
H

A
 

喝
喝
茶
」
は
、
台
湾
最
大
の
紅

茶
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
工
場
で
す
。
入
場
券
を

購
入
す
れ
ば
、
紅
茶
づ
く
り
の
工
程
を
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
枚
の
茶
葉
が
ど
の
よ
う
に

一
杯
の
お
茶
に
な
る
の
か
を
学
び
、
茶
の
香
り
が

い
っ
ぱ
い
に
た
だ
よ
う
空
間
で
台
湾
紅
茶
と
紅
茶

で
煮
込
ん
だ
茶
葉
蛋
（
茶
葉
で
煮
た
味
付
け
煮
卵
）

の
香
り
や
味
わ
い
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鹿
谷  

小
半
天
風
味
餐
坊　

凍
頂
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
焙
煎
を
楽
し

も
う

南
投
県
鹿
谷
は
、
台
湾
凍
頂
烏
龍
茶
の
発
祥
地

で
す
。
こ
ち
ら
の
烏
龍
茶
の
最
大
の
特
色
は
ま
ず

炭
火
で
焙
煎
す
る
こ
と
に
よ
り
、
淡
い
穀
物
の
香

り
と
花
と
果
実
の
香
り
が
立
つ
こ
と
で
す
、
そ
し

て
焙
煎
の
香
ば
し
さ
が
存
在
感
の
あ
る
の
ど
越
し

を
添
え
て
く
れ
ま
す
。

鹿
谷
の
「
小
半
天
風
味
餐
坊
」
は
農
業
部
の
サ
ポ

ー
ト
を
受
け
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
二
代
目

の
マ
マ
は
な
ん
と
料
理
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
料
理

の
技
はD

N
A

仕
込
み
。
わ
ず
か
数
年
で
茶
の
燻

製
鳥
、
酸
筍
団
子
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
で
一
躍
美
味

し
い
お
店
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
三
代
目

の
劉
松
杰
さ
ん
は
調
理
師
免
許
を
持
ち
、
そ
の
パ

ー
ト
ナ
ー
の
蕭
乃
瑜
さ
ん
は
農
業
部
茶
葉
改
良
場

の
資
格
を
持
つ
茶
の
品
評
の
プ
ロ
「
評
茶
師
」
な
の

で
す
。

小
半
天
で
の
お
す
す
め
は
食
事
だ
け
で
な
く
、

予
約
す
れ
ば
「
茶
葉
の
品
評
と
茶
葉
の
焙
煎
」
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
、 

日
月
潭
飲
食
生
活 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
月
潭
コ
ー
ヒ
ー
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
ば
、

標
高700

メ
ー
ト
ル
と
い
う
コ
ー
ヒ
ー
の
木
の
成
長

に
適
し
た
環
境
で
育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
か
つ
て
ビ
ン
ロ
ウ
の
木
や
茶
樹

が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
の
木

は
こ
れ
ら
ビ
ン
ロ
ウ
の
木
や
茶
樹
の
そ
ば
に
植
え

ら
れ
、
た
っ
ぷ
り
の
水
分
と
直
射
日
光
が
遮
ら

れ
る
環
境
で
育
ち
、
独
特
の
風
味
を
蓄
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
ク
リ
ア
で
飲
み
や
す
く
、
フ
ル
ー
ツ
の

酸
味
や
、
茶
の
香
り
ま
で
感
じ
ら
れ
、
そ
し
て
重

厚
な
味
わ
い
が
広
が
り
、
の
ど
越
し
は
甘
さ
が
際

立
ち
ま
す
。

毎
年
12
月
の
第
一
週
の
週
末
に
は
、
日
月
潭
向

山
遊
客
セ
ン
タ
ー
広
場
で
「
日
月
潭
飲
食
生
活
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
、
地
元
の
コ
ー
ヒ
ー
、
茶

葉
、
蘭
栽
培
の
農
家
が
数
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

山
の
中
の
「
鹿
篙
珈
琲
荘
園
」

鹿
篙
珈
琲
荘
園
は
台
湾
農
林
公
司
、
日
本
統
治

 1 2

 3 4

 3
 1
 2
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時
代
に
建
て
ら
れ
た
百
年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
茶

葉
加
工
場
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
茶
葉
の
ほ
か
に
コ
ー
ヒ
ー
事
業
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

お
す
す
め
は
「
雲
朵
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ヒ
ー
」。

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
と
き
に
足
す
お

湯
の
量
を
氷
に
置
き
換
え
て
作
り
ま
す
。
氷
に
エ

ス
プ
レ
ッ
ソ
を
合
わ
せ
て
蒸
気
で
ひ
と
つ
に
融
合

さ
せ
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
冷
た
い
空
気
が
コ
ー
ヒ

ー
の
油
脂
を
泡
に
か
ら
め
と
り
ま
す
。
す
る
と
、

コ
ー
ヒ
ー
そ
の
も
の
は
あ
っ
さ
り
、
上
澄
み
の
泡

は
コ
ク
の
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
油
分
が
香
り
立
つ
と

て
も
美
味
し
い
あ
じ
わ
い
に
仕
上
が
り
ま
す
。

21
号
公
路
そ
ば
の
「
山
豬
衝
吧
珈

琲
館
」

「
山
豬
衝
吧
珈
琲
館
」（
直
訳
す
る
と
「
ゆ
け
イ

ノ
シ
シ
」
コ
ー
ヒ
ー
館
）
は
、
南
投
県
埔
里
か
ら
日

月
潭
へ
行
く
と
き
に
必
ず
通
る
21
号
公
路
そ
ば
に

あ
り
ま
す
。
小
さ
な
平
屋
建
て
の
建
物
は
抑
え
た

色
合
い
の
た
め
う
っ
か
り
見
落
と
し
が
ち
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
コ
ー
ヒ
ー
の
プ
ロ
が
日
月
潭
で
は
必

ず
訪
れ
る
と
い
う
お
店
で
、
優
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を

た
く
さ
ん
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
沈
詠
為
さ
ん
は
自
ら
コ
ー
ヒ
ー
を

栽
培
し
、
全
国
コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

は
じ
め
、
日
月
潭
精
品
コ
ー
ヒ
ー
品
評
会
第
四
回

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
た
く
さ
ん
の
賞
に
輝
き
、

コ
ー
ヒ
ー
の
木
の
栽
培
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
処
理
、

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
ま
で
何
で
も
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

山
の
ビ
ン
ロ
ウ
農
園
「
花
音
珈
琲

荘
園
」

ビ
ン
ロ
ウ
農
家
に
生
ま
れ
た
花
音
珈
琲
荘
園
の

オ
ー
ナ
ー
、
高
郁
淳
さ
ん
は
、
父
親
の
栽
培
す
る

ビ
ン
ロ
ウ
樹
の
下
に
コ
ー
ヒ
ー
を
植
え
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
月
潭
の
周
辺
の
コ
ー
ヒ
ー
農
家

と
一
緒
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
販
売
ま
で
を
手

掛
け
、
日
月
潭
珈
琲
荘
園
の
カ
リ
ス
マ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
面
白
い
こ
と
に
、
高
郁
淳
さ
ん
は
日
本

の
焙
煎
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
近
藤
啓
さ
ん
と
コ

ー
ヒ
ー
で
結
ば
れ
ま
し
た
。
近
藤
さ
ん
自
ら
台
湾

コ
ー
ヒ
ー
豆
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

花
音
珈
琲
荘
園
は
予
約
制
。
山
の
中
で
コ
ー
ヒ

ー
を
味
わ
い
、
物
語
に
耳
を
傾
け
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ー
ヒ
ー
が
熟
れ
る
10
月
か
ら
2
月
に
は
コ
ー
ヒ

ー
豆
の
手
摘
み
か
ら
、
洗
い
、
天
日
干
し
、
焙
煎
、

ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
ま
で
体
験
し
、
よ
り
深
く
コ
ー

ヒ
ー
の
産
地
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
ば
か
り
か
、
自
分
だ
け
の
コ
ー
ヒ
ー
を
作
り

出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 5

 6

 6
 4
 5

3   日月潭飲食生活 
    フェスティバル

6   花音珈琲荘園5   山豬衝吧珈琲館

1  HOHOCHA
   喝喝茶

4  鹿篙珈琲荘園

2   小半天風味餐坊
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台
湾
の
東
の
果
て
で

媽
祖
さ
ま
の
誕
生
日
を
祝
う

旧
暦
3
月
23
日
は
台
湾
の
人
々
に

最
も
親
し
ま
れ
る
海
の
女
神
、
媽

祖
の
誕
生
日
。
こ
の
月
は
各
地
で

媽
祖
の
生
誕
が
祝
わ
れ
、
台
湾
の

ひ
と
つ
の
宗
教
文
化
と
な
っ
て
い

る
。
新
北
市
貢
寮
の
沿
海
集
落
で

も
地
元
の
仁
和
宮
が
本
尊
の
ひ
と

つ
「
關
渡
二
媽
」
を
迎
え
る
。
こ
こ

に
澳
底
、
鶏
母
嶺
、
蚊
子
坑
、
馬

崗
の
海
沿
い
の
町
を
つ
な
ぐ
信
仰

の
旅
が
始
ま
る
。

そ
れ
で
も
「
騒
ぎ
た
か
っ
た
（
祭
り
を
や
り
た
か
っ

た
）」
私
は
、
仲
間
と
話
し
合
い
「
人
手
が
足
り
な
い
な

ら
ぜ
ひ
我
々
が
！
」
と
請
け
合
っ
た
の
だ
っ
た
。
都
会

に
も
、
祭
り
好
き
で
馬
崗
に
関
心
を
寄
せ
る
友
人
は
た

く
さ
ん
い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
式
で
人
集
め
を

す
れ
ば
、
人
手
が
足
り
な
い
な
ん
て
こ
と
は
な
く
な
る

の
で
は
？
案
の
定
、
20
数
人
の
若
者
が
我
こ
そ
と
や
っ

て
き
た
。
海
女
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
地
元
の
手
料
理
を

準
備
、
お
店
が
寝
泊
り
す
る
場
所
を
確
保
し
て
く
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ワ
ー
ホ
リ
の
環
境
を
整
え
な
ん
と
か
祭

儀
を
行
う
見
通
し
が
立
っ
た
。

text

／
林
奎
妙

媽
祖
さ
ま
の
も
と
で
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
？

6
年
前
に
馬
崗
漁
村
で
地
元
文
化
の
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
3
年
に
一
度
媽
祖
を
迎
え
る
こ
の
リ
レ
ー
は
、

と
も
す
れ
ば
春
節
よ
り
も
重
要
だ
と
聞
い
た
。
残
念
な

が
ら2020

年
はC

O
V

ID
-19

で
中
止
と
な
り
、
よ
う

や
く
2
年
前
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
の
行

事
を
執
り
行
う
お
年
寄
り
た
ち
に
は
悩
み
が
あ
る
と
い

う
。2018

年
に
大
企
業
が
こ
の
集
落
の
広
大
な
土
地
を

買
収
し
、
住
民
と
の
裁
判
に
発
展
す
る
と
い
う
事
件
が

起
き
た
が
、
争
い
に
折
れ
て
和
解
し
た
人
々
は
、
こ
の

行
事
の
た
め
に
お
金
を
出
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
行

わ
れ
な
か
っ
た
6
年
の
間
に
こ
の
世
を
去
っ
た
お
年
寄

り
も
多
い
中
、
若
い
人
は
帰
っ
て
く
る
だ
ろ
う
か
。
人

も
土
地
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
い
ま
、
祭
儀
が
成
り
立
つ

の
か
、
気
が
気
で
な
い
と
い
う
の
だ
。

媽祖

船の行先を導いてくれるという伝説の海

の女神。17世紀から18世紀にかけ、多く

の漢民族が荒波の中台湾海峡を越え台湾

に渡ってきた。このような船では媽祖に

無事を祈った。媽祖は今でも台湾の民間

信仰で最も親しまれる神として、あちこ

ちで「天上聖母」を掲げた廟を見ること

ができる。

馬崗漁村

台湾の東北海岸、三貂角灯台の近くに位

置する台湾で最も東にある漁村で、今で

も海女による伝統漁法がおこなわれ、100

年以上の歴史を持つ石造りの集落を保全

している。近年、開発デベロッパーによ

り漁村の半数の土地が買い占められ、住

民が立ち退きを迫られたことから、住民

の人権や文化遺産の保存の問題として社

会からささやかな注目を集めている。
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「
6
年
も
巡
礼
が
な
か
っ
た
ん
だ
か
ら
絶
対
に
見
て

お
か
な
い
と
。
」
ゆ
っ
く
り
と
練
り
歩
く
二
媽
の
神
輿

が
路
地
を
通
る
の
を
見
届
け
、
北
管
の
奏
で
る
音
を
聞

く
。
大
通
り
へ
向
か
う
二
媽
の
神
輿
は
、
6
年
来
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
と
特
に
集
落
の
隅
々
ま
で
を
め
ぐ
る
。

い
つ
も
は
荒
っ
ぽ
い
お
兄
さ
ん
た
ち
も
き
ょ
う
は
神
妙

な
面
持
ち
で
神
輿
を
守
っ
て
い
る
。
あ
あ
、
こ
の
人
た

ち
に
と
っ
て
は
た
だ
の
神
様
で
は
な
く
、
6
年
分
の
ふ

る
さ
と
へ
の
想
い
な
ん
だ
な
あ
。

神
様
を
迎
え
た
こ
の
日
、
み
ん
な
で
久
し
ぶ
り
に
大

仕
事
を
な
し
と
げ
た
。
そ
し
て
馬
崗
は
や
っ
ぱ
り
た
く

さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
確
信
し
、
ワ
ー
ホ
リ
の

皆
も
ひ
と
つ
の
き
ず
な
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
の
日
か
ら
、
次
に
神
様
が
馬
崗
に
来
る
ま
で
一
緒
に

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
？
考
え
る
日
々
は
続
く
。

媽
祖
さ
ま
の
た
め
な
ら
里
帰
り
！

メ
ン
バ
ー
た
ち
は
こ
こ
ぞ
と
張
り
切
っ
て
い
る
。
し

か
し
馬
崗
の
人
こ
そ
が
こ
の
お
祭
り
の
主
役
。
お
年
寄

り
か
ら
集
落
の
信
仰
の
歴
史
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
若

い
人
に
は
媽
祖
巡
礼
の
思
い
出
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。

写
真
等
の
展
示
や
記
念
撮
影
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
企
画

し
、
遠
く
で
暮
ら
す
村
出
身
の
人
々
に
届
く
よ
うS

N
S

な
ど
で
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。

当
日
の
里
帰
り
の
人
の
多
さ
は
期
待
以
上
だ
っ
た
。

媽
祖
の
神
輿
を
担
ご
う
と
張
り
切
っ
て
い
た
ワ
ー
ホ
リ

メ
ン
バ
ー
も
、
里
帰
り
の
若
者
が
担
ぐ
の
を
傍
で
見
届

け
る
こ
と
に
。
あ
る
者
は
家
で
巡
礼
を
迎
え
る
支
度
を

す
る
女
性
た
ち
の
姿
を
記
録
し
、
あ
る
者
は
お
年
寄

り
が
赤
い
紙
に
子
孫
の
名
前
を
し
た
た
め
る
の
を
手

伝
い
、
神
様
に
捧
げ
る
戯
曲
を
見
守
る
。
さ
ら
に
あ
る

者
は
写
真
展
に
張
り
付
き
映
っ
て
い
る
人
が
誰
か
を
地

元
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
紙
の
タ
グ
を
貼
っ
て
思
い
出

を
つ
な
ぎ
と
め
る
。
巡
礼
隊
が
帰
っ
て
く
る
の
を
待
っ

て
、
芝
居
や
踊
り
の
メ
ン
バ
ー
へ
の
差
し
入
れ
を
準
備

し
、
住
民
の
招
き
に
応
え
て
自
宅
で
食
事
を
ご
馳
走
に

も
な
っ
た
。
終
了
後
は
ク
ラ
ウ
ド
空
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
が
見
聞
き
し
た
こ
と
を
時
系
列
で
記
録
し
て
い
き
、

こ
れ
か
ら
も
こ
の
祭
儀
が
伝
承
さ
れ
る
よ
う
情
報
を
ま

と
め
て
い
く
。

本編は新活水 2024 年 5 月号／ 41 期「你喜歡設計嗎 ? How Can You Not Love a Good Design?」を再編集したものです。

1 ワーキングホリデーの作業のひとつ。市民運動の横断幕作

りの技を祭儀の横断幕作りに活かす。攝影／黄馨儀

2 名門の廟のような派手さはないが、小ぢんまりした集落の

一体感がある。攝影／楊豊維

3 神輿を担がないワーホリメンバーは、先導したり隊列をく

ぐりぬけ写真を撮影したり記録したりする。攝影／梁家瑋

台湾最東の漁村、馬崗村で陳衍良、何睦芸とともに「石

在工作隊」として活動する。馬崗出身ではないものの、

2018年に立ち退きを迫られた馬崗の人々のために、フ

ィールドワークなどに取り組み、都市と地方とのあり方

を考えてほしいと呼びかけ注目を集めている。

P r o f i l e

林奎妙

FOUNTAIN 新活水の毎号のテーマは社会の脈動と密接に関連してい

ます。文化的観点から、地域・境界・世代を超えて交差する精神を強調

し、重要な問題や現象の詳細な討論と発掘を行っています。鮮烈な視覚

的美学が魅力の雑誌は文化的対話を構築するための重要なプラットフォ

ームになっています。

雑誌『FOUNTAIN 新活水』とは
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あ
の
夜

関
仔
嶺
の
夜
色
は
硫
黄
の
匂
い
の
中

郷
愁
が
漂
っ
て
い
た

曲
が
り
く
ね
っ
た
山
道
に
沿
っ
て

か
つ
て
の
足
跡
を
求
め
て
歩
い
た
私
た
ち

記
憶
に
あ
る

山
の
中
の
小
さ
な
町

小
橋
が
渓
流
に
架
け
ら
れ

木
造
の
温
泉
旅
館
で

畳
に
横
た
わ
り
、
恋
人
の
さ
さ
や
き
と
共
に
夜
の
眠
り
に
落
ち
る

夜
空
は

黒
い
琴
線
が
奏
で
る
楽
譜
と
な
り

自
然
と
夢
を
織
り
な
す

日
の
出
と
と
も
に

舞
台
の
幕
が
降
り
る

関
仔
嶺
の
恋
が

ひ
と
つ
の
歌
と
な
る

笠
園
に
女
性
詩
人
が
い
た

詩
で
人
生
の
風
景
を
残
し
て

温
泉
郷
に
物
語
を
刻
む

あ
の
夜
、
関
仔
嶺
の
温
泉
で

恋
の
追
憶
は
さ
さ
や
き
と
共
に

新
た
な
足
跡
が
過
去
の
足
跡
に
重
な
り

星
は
遥
か
に

せ
せ
ら
ぎ
は
す
ぐ
そ
ば
に

李
敏
勇

P r o f i l e

李 敏 勇  リー ・ ミンヨン

台湾屏東人。1947年に高雄で生まれ、大学時代は歴史を専攻。現在は台北市民。大学卒業
後は文学界に身を投じ、時誌「笠」の編集、「台湾文芸」社長、「台湾筆会」会長などを歴
任。著書は「雲的語言」「暗房」「鎮魂歌」、中英対訳時集「思慕與哀愁」などの作品のほ
か、散文、小説、文学評論、社会評論集など90冊あまりを数える。巫永福評論賞、吳濁流新
詩賞、頼和文学賞、第11回国家文芸賞、2022年第4回行政院文化賞受賞。

那
晚 

關
仔
嶺
的
夜
色
在
硫
磺
味
中 

有
一
種
鄉
愁 

我
們
沿
著
蜿
蜒
的
山
路 

尋
覓
曾
經
留
下
的
足
跡 

記
憶
中 

一
個
小
小
的
山
城

小
橋
跨
越
溪
流

木
造
的
溫
泉
旅
館

榻
榻
米
夜
眠
中
情
人
的
低
語

天
空
是

黑
色
琴
弦
演
奏
的
樂
譜

編
織
自
然
的
夢

日
出
時 

舞
台
才
關
上
簾
幕

一
段
關
仔
嶺
之
戀

成
為
一
首
歌

笠
園
裡
有
一
位
女
詩
人

以
詩
留
下
人
生
風
景

印
記
在
溫
泉
鄉
物
語

那
晚
在
關
仔
嶺
温
泉 

戀
情
的
追
憶
夾
著
絮
語

新
的
足
跡
印
在
舊
的
足
跡

星
星
在
上
方

水
流
聲
在
身
旁

photo／台南市政府台
湾
風
景
詩

《
あ
の
夜
、

関
仔
嶺
に
て
》
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特集 :島の茶山を巡る旅
3 座の茶山 X 3 種の定番茶

恒春南国ライフを探検

愛しの味
ルンピアの世界に広がる無限の自由

玉山に登ろう
最高峰からの招待状


